
第１回智頭町議会定例会会議録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２４年３月８日開議
１．議　事　日　程
　第　１．会議録署名議員の指名
　第　２．会期の決定
　第　３．諸般の報告
　第　４．町長の提案理由の説明
　第　５．議案第２１号　智頭町暴力団排除条例の制定について
　第　６．議案第２２号　智頭町消防団本町分団屯所の設置及び管理に関する条例
　　　　　　　　　　　　の制定について
　第　７．議案第２３号　智頭町民バスの管理及び運行に関する条例の一部改正に
　　　　　　　　　　　　ついて
　第　８．議案第２４号　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

　　　　　　　　　　　　る条例の一部改正について
　第　９．議案第２５号　職員の給与に関する条例の一部改正について
　第１０．議案第２６号　智頭町税条例の一部改正について
　第１１．議案第２７号　智頭町国民健康保険税条例の一部改正について
　第１２．議案第２８号　智頭町立中学校等設置条例の一部改正について
　第１３．議案第２９号　智頭町立公民館の設置及び管理等に関する条例の一部改
　　　　　　　　　　　　正について
　第１４．議案第３０号　智頭町立智頭図書館の設置及び管理に関する条例の一部
　　　　　　　　　　　　改正について
　第１５．議案第３１号　智頭町児童福祉施設の設置及び管理等に関する条例の一
　　　　　　　　　　　　部改正について
　第１６．議案第３２号　智頭町社会教育施設の設置及び管理に関する条例の一部
　　　　　　　　　　　　改正について
　第１７．議案第３３号　智頭町指定文化財石谷家住宅の設置及び管理に関する条
　　　　　　　　　　　　例の一部改正について
　第１８．議案第３４号　智頭町立智頭心和苑の設置及び管理に関する条例の一部
　　　　　　　　　　　　改正について
　第１９．議案第３５号　智頭デイ・サービスセンターの設置及び管理に関する条
　　　　　　　　　　　　例の一部改正について
　第２０．議案第３６号　智頭町特別医療費助成条例の一部改正について
　第２１．議案第３７号　智頭町介護保険条例の一部改正について
　第２２．議案第３８号　智頭町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正に
　　　　　　　　　　　　ついて
　第２３．議案第３９号　智頭町立智頭町総合案内所の設置及び管理に関する条例
　　　　　　　　　　　　の一部改正について
　第２４．議案第４０号　智頭町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正に
　　　　　　　　　　　　ついて
　第２５．議案第４１号　智頭町病院事業の設置等に関する条例の一部改正につい
　　　　　　　　　　　　て
　第２６．議案第４２号　第６次智頭町老人福祉計画・第５期智頭町介護保険事業
　　　　　　　　　　　　計画の策定について
　第２７．議案第４３号　智頭町過疎地域自立促進計画の変更について
　第２８．議案第４４号　鳥取市と智頭町との定住自立圏の形成に関する協定の変
　　　　　　　　　　　　更について
　第２９．議案第４５号　智頭町・鳥取県職員の研修に関する事務の事務委託に関
　　　　　　　　　　　　する規約の変更について
　第３０．議案第４６号　公の施設における指定管理者の指定（智頭温水プール）
　　　　　　　　　　　　について
　第３１．議案第４７号　公の施設における指定管理者の指定（智頭町老人福祉セ
　　　　　　　　　　　　ンター）について
　第３２．議案第４８号　公の施設における指定管理者の指定（智頭町農業団地セ
　　　　　　　　　　　　ンター）について
　第３３．議案第４９号　公の施設における指定管理者の指定（智頭町立智頭町総
　　　　　　　　　　　　合案内所）について
　第３４．議案第５０号　公の施設において指定管理者の指定（智頭町指定文化財
　　　　　　　　　　　　石谷家住宅）について
　第３５．議案第５１号　公の施設における指定管理者の指定（智頭町立智頭心和
　　　　　　　　　　　　苑及び智頭デイ・サービスセンター）について
　第３６．議案第５２号　町道路線の認定について
　第３７．議案第５３号　町道路線の認定について
　第３８．議案第　１号　平成２４年度智頭町一般会計予算
　第３９．議案第　２号　平成２４年度智頭町国民健康保険事業特別会計予算
　第４０．議案第　３号　平成２４年度智頭町簡易水道事業特別会計予算
　第４１．議案第　４号　平成２４年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計予
　　　　　　　　　　　　算
　第４２．議案第　５号　平成２４年度智頭町公共用地先行取得事業特別会計予算
　第４３．議案第　６号　平成２４年度智頭町公共下水道事業特別会計予算
　第４４．議案第　７号　平成２４年度智頭町農業集落排水事業特別会計予算
　第４５．議案第　８号　平成２４年度智頭町介護保険事業特別会計予算
　第４６．議案第　９号　平成２４年度智頭町介護保険サービス事業特別会計予算
　第４７．議案第１０号　平成２４年度智頭町後期高齢者医療特別会計予算
　第４８．議案第１１号　平成２４年度智頭町水道事業会計予算
　第４９．議案第１２号　平成２４年度智頭町病院事業会計予算
　第５０．議案第１３号　平成２３年度智頭町一般会計補正予算（第６号）
　第５１．議案第１４号　平成２３年度智頭町国民健康保険事業特別会計補正予算
　　　　　　　　　　　　（第４号）
　第５２．議案第１５号　平成２３年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計補
　　　　　　　　　　　　正予算（第２号）
　第５３．議案第１６号　平成２３年度智頭町公共下水道事業特別会計補正予算
　　　　　　　　　　　　（第３号）
　第５４．議案第１７号　平成２３年度智頭町農業集落排水事業特別会計補正予算
　　　　　　　　　　　　（第３号）
　第５５．議案第１８号　平成２３年度智頭町介護保険事業特別会計補正予算（第
　　　　　　　　　　　　４号）
　第５６．議案第１９号　平成２３年度智頭町水道事業会計補正予算（第２号）
　第５７．議案第２０号　平成２３年度智頭町病院事業会計補正予算（第３号）
　第５８．議案第５４号　工事請負契約の締結についての一部変更について
　第５９．陳情について
１．会議に付した事件
　第　１．会議録署名議員の指名
　第　２．会期の決定
　第　３．諸般の報告
　第　４．町長の提案理由の説明
　第　５．議案第２１号　智頭町暴力団排除条例の制定について
　第　６．議案第２２号　智頭町消防団本町分団屯所の設置及び管理に関する条例
　　　　　　　　　　　　の制定について
　第　７．議案第２３号　智頭町民バスの管理及び運行に関する条例の一部改正に
　　　　　　　　　　　　ついて
　第　８．議案第２４号　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

　　　　　　　　　　　　る条例の一部改正について
　第　９．議案第２５号　職員の給与に関する条例の一部改正について
　第１０．議案第２６号　智頭町税条例の一部改正について
　第１１．議案第２７号　智頭町国民健康保険税条例の一部改正について
　第１２．議案第２８号　智頭町立中学校等設置条例の一部改正について
　第１３．議案第２９号　智頭町立公民館の設置及び管理等に関する条例の一部改
　　　　　　　　　　　　正について
　第１４．議案第３０号　智頭町立智頭図書館の設置及び管理に関する条例の一部
　　　　　　　　　　　　改正について
　第１５．議案第３１号　智頭町児童福祉施設の設置及び管理等に関する条例の一
　　　　　　　　　　　　部改正について
　第１６．議案第３２号　智頭町社会教育施設の設置及び管理に関する条例の一部
　　　　　　　　　　　　改正について
　第１７．議案第３３号　智頭町指定文化財石谷家住宅の設置及び管理に関する条
　　　　　　　　　　　　例の一部改正について
　第１８．議案第３４号　智頭町立智頭心和苑の設置及び管理に関する条例の一部
　　　　　　　　　　　　改正について
　第１９．議案第３５号　智頭デイ・サービスセンターの設置及び管理に関する条
　　　　　　　　　　　　例の一部改正について
　第２０．議案第３６号　智頭町特別医療費助成条例の一部改正について
　第２１．議案第３７号　智頭町介護保険条例の一部改正について
　第２２．議案第３８号　智頭町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正に
　　　　　　　　　　　　ついて
　第２３．議案第３９号　智頭町立智頭町総合案内所の設置及び管理に関する条例
　　　　　　　　　　　　の一部改正について
　第２４．議案第４０号　智頭町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正に
　　　　　　　　　　　　ついて
　第２５．議案第４１号　智頭町病院事業の設置等に関する条例の一部改正につい
　　　　　　　　　　　　て
　第２６．議案第４２号　第６次智頭町老人福祉計画・第５期智頭町介護保険事業
　　　　　　　　　　　　計画の策定について
　第２７．議案第４３号　智頭町過疎地域自立促進計画の変更について
　第２８．議案第４４号　鳥取市と智頭町との定住自立圏の形成に関する協定の変
　　　　　　　　　　　　更について
　第２９．議案第４５号　智頭町・鳥取県職員の研修に関する事務の事務委託に関
　　　　　　　　　　　　する規約の変更について
　第３０．議案第４６号　公の施設における指定管理者の指定（智頭温水プール）
　　　　　　　　　　　　について
　第３１．議案第４７号　公の施設における指定管理者の指定（智頭町老人福祉セ
　　　　　　　　　　　　ンター）について
　第３２．議案第４８号　公の施設における指定管理者の指定（智頭町農業団地セ
　　　　　　　　　　　　ンター）について
　第３３．議案第４９号　公の施設における指定管理者の指定（智頭町立智頭町総
　　　　　　　　　　　　合案内所）について
　第３４．議案第５０号　公の施設において指定管理者の指定（智頭町指定文化財
　　　　　　　　　　　　石谷家住宅）について
　第３５．議案第５１号　公の施設における指定管理者の指定（智頭町立智頭心和
　　　　　　　　　　　　苑及び智頭デイ・サービスセンター）について
　第３６．議案第５２号　町道路線の認定について
　第３７．議案第５３号　町道路線の認定について
　第３８．議案第　１号　平成２４年度智頭町一般会計予算
　第３９．議案第　２号　平成２４年度智頭町国民健康保険事業特別会計予算
　第４０．議案第　３号　平成２４年度智頭町簡易水道事業特別会計予算
　第４１．議案第　４号　平成２４年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計予
　　　　　　　　　　　　算
　第４２．議案第　５号　平成２４年度智頭町公共用地先行取得事業特別会計予算
　第４３．議案第　６号　平成２４年度智頭町公共下水道事業特別会計予算
　第４４．議案第　７号　平成２４年度智頭町農業集落排水事業特別会計予算
　第４５．議案第　８号　平成２４年度智頭町介護保険事業特別会計予算
　第４６．議案第　９号　平成２４年度智頭町介護保険サービス事業特別会計予算
　第４７．議案第１０号　平成２４年度智頭町後期高齢者医療特別会計予算
　第４８．議案第１１号　平成２４年度智頭町水道事業会計予算
　第４９．議案第１２号　平成２４年度智頭町病院事業会計予算
　第５０．議案第１３号　平成２３年度智頭町一般会計補正予算（第６号）
　第５１．議案第１４号　平成２３年度智頭町国民健康保険事業特別会計補正予算
　　　　　　　　　　　　（第４号）
　第５２．議案第１５号　平成２３年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計補
　　　　　　　　　　　　正予算（第２号）
　第５３．議案第１６号　平成２３年度智頭町公共下水道事業特別会計補正予算
　　　　　　　　　　　　（第３号）
　第５４．議案第１７号　平成２３年度智頭町農業集落排水事業特別会計補正予算
　　　　　　　　　　　　（第３号）
　第５５．議案第１８号　平成２３年度智頭町介護保険事業特別会計補正予算（第
　　　　　　　　　　　　４号）
　第５６．議案第１９号　平成２３年度智頭町水道事業会計補正予算（第２号）
　第５７．議案第２０号　平成２３年度智頭町病院事業会計補正予算（第３号）
　第５８．議案第５４号　工事請負契約の締結についての一部変更について
　第５９．陳情について
１．会議に出席した議員（１２名）
　　　　１番　中　野　ゆかり　　　　　　　　２番　平　尾　節　世
　　　　３番　田　中　　　潔　　　　　　　　４番　安　住　仁　志
　　　　５番　岸　本　眞一郎　　　　　　　　６番　徳　永　英太郎
　　　　７番　石　谷　政　輝　　　　　　　　８番　中　澤　一　博
　　　　９番　国　石　　　俊　　　　　　　１０番　酒　本　敏　興
　　　１１番　谷　口　雅　人　　　　　　　１２番　西　川　憲　雄
１．会議に欠席した議員（なし）
１．会議に出席した説明員（１６名）
　　　町長　　　寺　谷　誠一郎
　　　副町長　　　石　谷　雅　文
　　　教育長　　　藤　原　一　彦
　　　病院事業管理者　　　西　尾　　　稔
　　　総務課長　　　金　児　英　夫
　　　企画課長　　　葉　狩　一　樹
　　　税務住民課長　　　藤　原　　　孝
　　　教育課長　　　長　石　彰　祐
　　　建設農林課長　　　岡　本　甚一郎
　　　山村再生課長　　　山　本　　　進
　　　地籍調査課長　　　安　藤　充　憲
　　　総務課参事　　　河　村　実　則

　　　税務住民課参事兼水道課長　　　西　沖　和　己
　　　福祉課参事　　　国　政　昭　子
　　　会計課長　　　岸　本　美　幸
　　　病院事務次長　　　寺　谷　和　幸
１．会議に出席した事務局職員（２名）
　　　事務局長　　　岸　本　光　義
　　　書記　　　西　村　麻　美
開　会　午前１０時３０分
開　会　あ　い　さ　つ
○議長（西川憲雄）　　定数に達しておりますので、平成２４年第１回智頭町議会定例会を開会します。
　　直ちに本日の会議を開きます。
　　本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。
日程第１．会議録署名議員の指名
○議長（西川憲雄）　　日程第１、会議録署名議員の指名を行います。
　　会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、３番、田中　潔議員、４番、安住仁志議員を指名します。
日程第２．会期の決定
○議長（西川憲雄）　　日程第２、会期の決定の件を議題とします。
　　お諮りします。
　　本定例会の会期は、本日から３月２２日までの１５日間にしたいと思います。ご異議ありませんか。
（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　異議なしと認めます。
　　よって、本定例会の会期は、本日から３月２２日までの１５日間に決定しました。
日程第３．諸般の報告
○議長（西川憲雄）　　日程第３、諸般の報告を行います。
　　監査委員から、地方自治法第２３５条の２の規定に基づき、平成２３年１２月分から平成２４年２月分までの例月出納検査報告書が提出されました。お手元に写しを配付しておりますので、ご了承ください。
　　次に、お手元に配付のとおり、委員会派遣及び議員派遣についての結果報告書が提出されておりますので、ご報告いたします。
　　次に、鳥取県東部広域行政管理組合議会、八頭環境施設組合議会並びに鳥取県後期高齢者医療広域連合議会についてご報告します。
　　鳥取県東部広域行政管理組合議会定例会は、去る２月１５、１６日に開催され、９件の議案が上程され、原案どおり可決されています。
　　八頭環境施設組合議会定例会については、去る２月２２日に開会され、２件の議案が上程され、原案どおり可決されています。
　　鳥取県後期高齢者医療広域連合議会定例会については、去る２月１６日に開催され、５件の議案が上程され、原案どおり可決されています。
　　なお、議案等につきましては、議会事務局にて閲覧していただきますようお願いいたします。
　　次に、今期定例会の説明員につきましては、３月１日付をもって、町長並びに教育長に出席の要求をしております。
　　次に、前定例会以降、議長等の動静につきましては、お手元に配付しておりますので、後ほどごらんいただき、議会活動、また議員活動に資していただければと思っております。
　　以上で諸般の報告を終わります。
　　日程第４．町長の提案理由の説明及び日程第５．議案第２１号から日程第
　　５８．議案第５４号まで　５４議案一括上程
○議長（西川憲雄）　　日程第４、町長提出議案の上程、議案第１号　平成２４年度智頭町一般会計予算から議案第５４号　工事請負契約の締結についての一部変更についてまでの５４議案を一括して議題とします。
　　町長より提出理由の説明を求めます。
　　寺谷町長。
○町長（寺谷誠一郎）　　本日ここに第１回定例町議会を招集しましたところ、議員各位にはご多忙のところ出席いただき、まことにありがとうございます。
　　諸議案の説明に先立ちまして、平成２４年度に臨む私の所信の一端を申し述べ、今議会を通じ、住民皆様のご理解とご協力をいただきたいと思います。
　　さて、記録的な円高の進行や企業再編、生産拠点の海外流出など、一段と厳しい雇用・経済情勢の中、国のかじ取りを担うべき政治には、世界の潮流をとらえ、みずから進むべき道を選び取ろうとする気概が感じられせん。
　　国内では、歴代政権が目先の利害にとらわれ、その場しのぎを続けてきた結果、社会保障、税制など、戦後の繁栄を支えてきた社会システムは完全な行き詰まりを見せています。大震災から１年近くを経て、ようやく復興庁が創設されるこのようなありさまを見ても、被災地が懸命に努力する中で、国政は、スピード感を致命的に欠いていると言わざるを得ません。本物の政治は一体どこに行ったのでしょうか。
　　このような中、平成２４年度地方財政計画では、極めて厳しい地方財政の現状及び現下の経済情勢を踏まえ、徹底した節減合理化に努める一方、社会保障関係費の増加を適切に反映した計画を行うとともに、地域経済の基盤強化などのためと、地域が実施する緊急事業に対応するため、平成２３年度地方財政計画と実質的に同水準となることとしています。
　　本町においても、人口の減少と比例して町税は減少し、一般財源の確保が困難となる一方、義務的経費は累増し、なお厳しい状況が続いています。しかしながら、このような財政状況の中にあっても、将来を見通して本町が取り組むべき課題に新たな発想で積極的に対応していかなければなりません。
　　私は、本町を担う子どもたちのために何ができるのか、何をしなければならないかを考えます。「豊かな自然に恵まれ、快適に過ごせる」智頭町を子ども、そして、明日の智頭町は、個人が組織や集団の中に埋没する「まち」ではなく、個人が光り輝き、地域の力がみなぎってくるような「まち」でなければなりません。住民と行政が同じ苦労、同じ喜びの汗をかくことによって築く「まち」こそがきらりと光沢を放つものになり得るのだと確信しています。立ちどまるわけにはいかないのであります。きょうの智頭町を営々と築き上げてこられた先人たちの献身的な努力に思いをはせながら、現在の難局に雄々しく立ち向かっていかなければなりません。あすの発展のために。子供たちの未来のために。
　　このような考えのもと編成しました平成２４年度一般会計予算総額は５３億７,２００万円であり、前年度対比１億３,５００万円、２.５％減の新たな視点により、魅力あふれる元気なまちを醸成する緊縮予算としています。
　　次に、平成２４年度当初予算編成に当たっての基本姿勢でありますが、私は、平成２０年６月の町長就任以来、低迷する林業と農業にあえて光を当て、訪れる人がいやされるまちを目指して「みどりの風が吹く疎開のまち　智頭」をまちの表札として掲げ、諸施策に取り組んできました。いつも申し上げているとおり、国の根幹を支える林業、農業を基軸とした町民が主役のまちづくりについては、姿勢を変えることなく、新年度も引き続き取り組みたいと考えています。
　　林業では、森林法の改正に伴い、生産活動の収支構造を改善するために、小規模・分散的な構造を集約化する必要があることや、委託による森林経営計画を策定、推進する必要があることから、智頭林業においても早急な構造改革が必要となってきます。
　　農業では、地域農業のあり方について議論を進め、地域を担う経営体や生産基盤となる農地を確保することが必要であり、地域の中心となる個人、団体、集落営農の確保や農地の集積を行い、競争力や体質強化を図る必要があります。
　　一方、現在本町に住んでいる若者が「ずっと住み続けたいまち」、町外の若者が「住んでみたいまち」と思えるような、魅力あるまちづくりを進めるため、若者の定住対策を最重点課題として積極的に推進することとし、その一環として、従来からのＵＪＩターン者住宅支援事業に加え、本年度、新たに住宅の購入、新築や改修、住宅整備のための宅地取得に係る経費への助成、住宅用地として町有地の無償提供、家賃助成等の住宅支援及び定住奨励金の交付、さらには「ふるさと就職支援制度」を創設し、新規学卒者を雇用する町内の事業所への支援等を行うこととしています。加えて、企業誘致活動を引き続き積極的に推進するとともに、新たに企業立地促進制度を創設し、進出企業、町内企業への投資に係る助成、新規雇用に対する助成等を実施します。
　　教育分野では、この４月から新たな小学校がスタートします。これまでの学校生活と比べ多少の変化が生じるとは思いますが、それにとらわれることなく、新しいまなびやで新しい友達と一緒にすくすくと育ってほしいと思います。
　　病院事業につきましては、依然患者数の減少など厳しい経営状況に変わりはありませんが、智頭病院改革プランに基づき、経営健全化に向け鋭意取り組んでいきます。
　　そのほか、雇用確保のため、被災者雇用を優先して実施される震災等緊急雇用対策事業及び特別交付税で措置される地域おこし協力隊、集落支援制度などを活用し、子育て支援、図書館機能の充実、移住定住促進、地域振興協議会の活性化など、１６人の臨時職員を雇用することとしています。
　　平成２４年度予算は、先ほど述べたような考え方に沿い、国、県等の補助制度を有効に活用し、総合計画の基本理念である「豊かな資源・環境を活かしたまちづくり」「安全・安心で住みよいまちづくり」「充実した教育によるまちづくり」「みんなでつくる元気なまちづくり」の４点を重点項目として編成を行いました。
　　それでは、諸議案を審議していただくに当たり、主な議案につきまして、その概要を説明します。
　　まず、議案第１号　平成２４年度智頭町一般会計予算について説明します。
　　「豊かな資源・環境を活かしたまちづくり」ですが、「智頭町疎開保険」につきましては、東日本大震災直後ということもあり、しばらくの間ＰＲ活動を控えていましたが、それでもなお１２６人の加入があり、去る１１月には加入者特典として「智頭野菜新鮮組」が丹精込めてつくったホンモノの野菜や米を送り、大変喜ばれたところです。本年度は新たにファミリーコースを設け、募集活動を本格化させたところ、もう既に９１人もの加入を見ており、加入者への特産品の発送や疎開体験ツアーの実施、大阪を初めとした都会でのＰＲ活動を行うこととしています。つきましては、これに伴う経費を計上していますので、議員各位におかれても、この趣旨に賛同いただき、一人でも多くの会員獲得にお力添えをいただきますようお願いします。
　　なお、特許庁に出願していました「疎開保険」の商標登録につきましては、去る２月２４日付で認証されましたので、報告します。
　　観光振興につきましては、森林セラピーの普及、新たな観光資源の発掘及び魅力的情報の発信など、観光協会の体制強化を図ります。
　　国際交流事業につきましては、平成１１年から韓国楊口郡と交流を続けているところですが、今年度は観光、文化交流を初め、職員の相互派遣を実施します。
　　農業では、有害鳥獣対策はもとより、地域農業振興プランの支援策として、集落営農を目指す集落に対する支援及び新規就農者に対する施設導入等の支援を計画しています。また、「智頭野菜新鮮組」を中心としたホンモノの農産物づくりを推進し、智頭町の特産品として流通させ、農家所得の向上を目指すこととしています。
　　林業では、新規事業として、森林組合が配置する森林経営計画プランナーに助成し、経営計画を作成することとしています。また、ホンモノの智頭杉販売促進対策として、林業関係団体で統一したパンフレットの作成を計画しています。
　　百人委員会から提案された間伐支援対策として、木の宿実行委員会を実施主体とした小規模間伐に対する助成を行うとともに、引き続き緑の産業再生プロジェクト事業、森づくり作業道整備事業、美しい森づくり基盤整備事業等の施策を活用し、路網整備、間伐促進を図ることとしています。
　　昨年７月末に森林セラピー基地がグラウンドオープンし、多くの方に参加いただいたところですが、本年度はまさに正念場の年であると認識しています。他の追随を許さない日本一の森林セラピー基地を目指し、さらなるレベルアップを図ります。
　　なお、森林セラピーを足がかりに進めてきた民泊については、都市と田舎の交流のチャンネルとなるよう、「智頭町まるごと民泊」に向け、一層の体制強化を図ります。
　　次に、「安心・安全なまちづくり」についてですが、昨年度から本格運用している地域情報通信基盤整備事業につきましては、施設、整備、機器の保守、管理、運営に要する経費を計上するほか、告知端末機の利用普及及び高齢者の見守りサービスの充実のため、地域情報化推進員を配置することとしています。
　　太陽光発電システム等導入促進事業では、次代を象徴する新たな代替エネルギーとして注目されている太陽光を活用して、ソーラーパネル等の太陽光発電システムを推奨するほか、省エネ設備であるＬＥＤ照明、高効率給湯器、太陽熱温水器、ペレットストーブ、まきストーブの導入に対し、費用の一部を助成することとしています。
　　地域交通政策では、高齢者等交通弱者の日常生活の交通確保支援として、平成１９年１月から町が運行開始し、皆さんに親しまれている町民バス「すぎっ子バス」を引き続き運行するほか、本年４月から小学校統合による通学用バス１台増便に伴う措置をしています。
　　障害者施策では、障害のある人が地域で安心して生活できるよう、自立支援法に基づく事業や相談支援事業などの地域生活支援事業等を引き続き実施し、障害者の自立と社会参加を促進します。
　　高齢者施策では、認知症の人とその家族が安心して暮らせるよう、関係機関が連携して支援する体制づくりを行います。
　　鳥取県では、社会福祉法人による利用者負担額軽減実施率１００％を目標としており、低所得の人であっても安心して必要な介護サービスを利用できることを目指し、利用者負担軽減制度を奨励しているところであり、この制度を実施する社会福祉法人への助成を行います。
　　小児、重度心身障害者、ひとり親家庭などの人たちが医療保険等で医療を受けられたときの自己負担の助成を引き続き行い、子育て家庭の負担を軽減するとともに、子どもたちが安心して必要な医療を受けられるよう措置します。
　　健康づくり対策ですが、自殺は、倒産、失業やいじめ等、自分ではどうすることもできない社会的なさまざまな要因が複雑に関係して心理的に「追い込まれた末の死」で、社会的な取り組みにより防ぐことができると言われています。一人一人が心の健康に関する正しい知識を理解し、自殺を未然に防止するために相談支援を行い、地域における自殺対策を促進することが大切です。
　　疾病予防のため、各種予防接種事業を実施していますが、昨年度に引き続きワクチンの助成を行うこととしています。
　　３０歳から５９歳までの人を対象にがんドックを、４０歳、４５歳、５０歳の人にがんと脳のセットドックを行います。また、６５歳から７４歳の人を対象に心疾患、脳血管疾患の早期発見、治療にあわせ、寝たきり予防を目指し、実施していたシルバードックの年齢を６０歳から引き下げし、健康診査事業や予防活動に力を入れていくこととしています。
　　病院事業につきましては、病院改革プランに基づき、経営健全化を確保するための繰出金を措置しています。
　　町道の整備改良につきましては、住民の生活環境の向上、通勤通学時の安全確保など、住民生活には欠くことのできない社会資本であることは言うまでもありません。町道の維持管理とあわせて智頭小学校の周辺整備、街路灯整備等を計画しています。
　　消防・防災関係では、日ごろから町民の生命、財産を守るため日夜尽力をいただいている消防団の活動に対し、深く敬意を表するところです。今後とも、団活動のみならず、地域の核として頑張っていただきたいと思います。
　　続きまして「充実した教育によるまちづくり」ですが、美しい智頭の自然環境をまなびやとして、雨の日も雪の日も、毎日森や川に出かける「森のようちえん」ですが、自然を活用した本町の特色ある子育ての一環として、県の森林の癒し活用事業で引き続き支援します。
　　次世代育成推進につきましては、保育園における一時保育、病児・病後児、延長保育など、特別保育の充実、家庭支援保育事業や育児支援家庭訪問事業の推進、放課後児童クラブ、子育て支援センター、ファミリーサポートセンター等の活用による、よりきめ細やかな子育て施策を引き続き実施します。
　　小学校統合を契機に通学に係る助成制度を見直し、バス、汽車で通学する児童生徒に対し、通学費をより手厚く助成することにより、子育て支援と保護者負担の軽減を図ります。また、閉校となる旧学校施設については、公民館、社会体育の活動に支障を来さないよう維持管理を行います。
　　中学校費につきましては、改築に向けスタートすることとし、基本設計に要する経費を措置しています。
　　なお、不登校、保健室登校等が増加傾向にあるため、この対策及び未然対策として心の教育相談員及び臨床心理の専門であるスクールカウンセラーを引き続き配置します。
　　文化財保護事業では、カヤぶき屋根の仏堂として県の指定を受けている文化財「豊乗寺大師堂」が、経年劣化による屋根ふきかえが必要となったことから、修繕とあわせて防災・防犯設備の整備に対して支援を行います。
　　図書館費では、郷土学習の一環として、小学校高学年を対象とした智頭町の副読本を作成し、授業に活用するとともに、将来はふるさと学習の成果として「智頭検定」を実施したいと考えています。
　　「みんなでつくる元気なまちづくり」でありますが、「百人委員会」につきましては、昨年度はこれまで提案された３つのプロジェクトの実現に向けた活動に取り組んでいただくとともに、獣害対策など４つの新規プロジェクトの活動が展開されているところです。本年度は、新規企画案を含め、これらのプロジェクトをさらに成熟させるための活動に対し支援することとしています。
　　智頭町独自の地域おこし事業「日本１／０村おこし運動」につきましては、本年度の支援対象集落はなくなりましたが、新たに富沢地区が支援地区となり、地区振興協議会が立ち上がることとなりました。また、土師地区においても設立に向けた取り組みが行われているようであり、大いに期待するところです。これは集落の自立が進み、集落単位の活動から地区単位の活動へとゼロイチ運動が進化したものと前向きにとらえています。
　　本年４月の統合小学校開校により、町内５地区で空き校舎等が発生するわけですが、現在、地区振興協議会を核とした、空き校舎の利活用の検討に向けた取り組みが各地区において展開されているところです。この空き校舎を地域の活動拠点として生かされ、新たな地域自治の確立を目指していただけることになれば望外の喜びです。
　　以上、平成２４年度智頭町一般会計予算の概要を説明しました。
　　それでは次に、特別会計について説明します。
　　議案第２号　平成２４年度智頭町国民健康保険事業特別会計予算につきましては、国民健康保険被保険者に対する医療給付費を措置するとともに、特定健診の受診率の向上を目指した施策、昨年に引き続きがんドック、がんと脳のセットドックを実施することとしています。
　　議案第３号　平成２４年度智頭町簡易水道事業特別会計予算につきましては、各施設の水質検査等の維持管理に要する経費を計上しています。
　　議案第４号　平成２４年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算につきましては、貸付金の収納及び償還事務に係る経費を計上しています。
　　議案第５号　平成２４年度智頭町公共用地先行取得事業特別会計予算につきましては、土地開発基金利子を措置しています。
　　議案第６号　平成２４年度智頭町公共下水道事業特別会計予算につきましては、処理施設の維持管理に要する経費を計上しています。
　　議案第７号　平成２４年度智頭町農業集落排水事業特別会計予算につきましては、各地区処理施設の維持管理に係る経費を措置しています。
　　議案第８号　平成２４年度智頭町介護保険事業特別会計予算につきましては、介護保険被保険者に対する介護サービス、介護予防の給付費を措置するとともに、すべての高齢者を対象に、元気な生活が送れるよう、地域支援事業に要する措置を行っています。
　　議案第９号　平成２４年度智頭町介護保険サービス事業特別会計予算につきましては、智頭心和苑の維持管理及び償還に伴う経費を措置しています。
　　議案第１０号　平成２４年度智頭町後期高齢者医療特別会計予算につきましては、後期高齢者医療広域連合の運営に伴う経費を措置しています。
　　議案第１１号　平成２４年度智頭町水道事業会計予算につきましては、老朽管の更新を引き続き実施するとともに、遠隔監視システム整備及び円滑な業務の推進のため、水道施設図面の電子化を予定しています。
　　議案第１２号　平成２４年度智頭町病院事業会計予算につきましては、智頭病院改革プランに基づき、経営の早期健全化に向け、所要の経費を計上しています。また、新たに電子カルテの導入を図ることとしています。
　　続きまして、議案第１３号　平成２３年度智頭町一般会計補正予算について説明します。
　　企画費のまちづくり推進費では、１２月定例会で議決をいただいた智頭町定住促進基金条例に基づき、過疎債を活用し、基金の積み立てを行うこととしています。また、教育費では、議会の皆様のご協力により得た財源をもとにして、教育施設整備基金の積み立てを行います。このほか、各種事業の決算見込みに伴う調整を行ったことにより、１億６,７７１万１千円の減額となり、補正後の一般会計予算は５６億４,０２３万５千円となりました。
　　また、議案第１４号から２０号までは、特別会計及び企業会計の補正予算であり、主に決算見込みに基づく補正です。
　　次に、条例案件につきまして説明します。
　　議案第２１号　智頭町暴力団排除条例の制定につきましては、町及び町民等の責務を明らかにするとともに、暴力団排除に関する具体的施策を定めることにより、町民の安全で平穏な生活を確保するために制定するものです。
　　議案第２２号　智頭町消防団本町分団屯所の設置及び管理に関する条例の制定につきましては、改修整備した国登録有形文化財智頭町消防団本町分団屯所の管理について必要事項を定めるものです。
　　議案第２３号　智頭町民バスの管理及び運行に関する条例の一部改正につきましては、障害者手帳の交付を受けている人の利用料金の規定を追加するとともに、定期券利用料金の還付に関する規定を改正するものです。
　　議案第２４号　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正につきましては、スポーツ基本法の施行に伴い、語句の変更を行うものです。
　　議案第２５号　職員の給与に関する条例の一部改正につきましては、職員の期末・勤勉手当の役職加算を給料俸給、職務階級及び職責に応じて支給するため、改正を行うものです。
　　議案第２６号　智頭町税条例の一部改正につきましては、東日本大震災復興基本法に定められた基本理念に基づき、全国的に実施される防災のための施策に要する費用の財源確保のため、臨時の措置として個人住民税の均等割の標準税率及び地方たばこ税の配分割合を変更するものです。
　　議案第２７号　智頭町国民健康保険税条例の一部改正につきましては、本町の国民健康保険事業特別会計の決算状況が安定しており、しばらくこの状況が続くと見込まれることから、このたび税額の見直しを行おうとするものです。
　　議案第２８号　智頭町立中学校等設置条例の一部改正につきましては、小学校の統合に伴い閉校となる５つの小学校を削除するものです。
　　議案第２９号　智頭町立公民館の設置及び管理等に関する条例の一部改正、議案第３０号　智頭町立智頭図書館の設置及び管理に関する条例の一部改正及び議案第３１号　智頭町児童福祉施設の設置及び管理等に関する条例の一部改正につきましては、地域主権一括法の施行に伴う改正をそれぞれ行うものです。
　　議案第３２号　智頭町社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正につきましては、閉校に伴い学校施設から削除した体育館を社会体育施設として加筆するものです。
　　議案第３３号　智頭町指定文化財石谷家住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正につきましては、石谷家住宅が国重要文化財に指定されたことに伴い行うものです。
　　議案第３４号　智頭心和苑の設置及び管理に関する条例の一部改正、議案第３５号　智頭デイ・サービスセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正につきましては、これまで３年間としていた指定管理期間を５年間に変更し、利用者へよりよいサービスの提供を促すものです。
　　議案第３６号　智頭町特別医療費助成条例の一部改正につきましては、税制改正に伴い、平成２３年度所得計算から年少扶養と特定扶養の上乗せ部分が廃止され、ひとり親家庭、重度身体障害者の受給者に不利益が生じないよう改正を行うものです。
　　議案第３７号　智頭町介護保険条例の一部改正につきましては、保険料の改定に伴い、改正を行うものです。
　　議案第３８号　智頭町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正につきましては、廃棄物の処理手数料に直営でないものの手数料が定められていたため、削除するものです。
　　議案第３９号　智頭町立智頭町総合案内所の設置及び管理に関する条例の一部改正につきましては、本町の観光拠点施設であることにかんがみ、休館日を年末年始のみとすることに変更するものです。
　　議案第４０号　智頭町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正につきましては、公営住宅法の一部改正に伴い、入居者の資格から同居親族要件を廃止し、入居者と同居できる者を親族または病気その他特別の事情により同居することが必要であると認められる者に限ることを明示するものです。併せて敷金から控除できるものに水道及び下水道の使用料を加えるものです。
　　議案第４１号　智頭町病院事業の設置及び管理に関する条例の一部改正につきましては、自賠責保険に係る診断書料等を適正な利用料に見直しするものです。
　　議案第４２号　第６次智頭町老人福祉計画・第５期智頭町介護保険事業計画の策定につきましては、３年に１回の見直しを行いましたので、智頭町議会基本条例第９条の規定に基づき、議会の議決を求めるものです。
　　議案第４３号　智頭町過疎地域自立促進計画の変更につきましては、間伐支援対策事業、ホンモノの農産物づくり推進事業、観光協会充実発展事業、森林セラピー推進事業、木の宿場プロジェクト推進事業、森のようちえん支援事業及び智頭百業学校の７事業について新たに追加するものです。
　　議案第４４号　鳥取市と智頭町との定住自立圏の形成に関する協定の変更につきましては、平成２２年３月２９日に締結した定住自立圏の形成に関する協定について、一部編変更するものです。
　　議案第４５号　智頭町・鳥取県職員の研修に関する事務の事務委託に関する規約の変更につきましては、研修内容の変更に伴い、規約の全部を変更するものです。
　　議案第４６号から議案第５１号までは、公の施設における指定管理者の指定についてです。指定管理者については、智頭温水プールほか５施設の指定期間満了に伴い、外部の有識者を含めた選定委員会を開催し、指定先を選定しましたので、議会の議決を求めるものです。
　　議案第５２号　議案第５３号は、町道路線の認定についてです。これは、県道から移管された２路線について新たに町道として認定するものです。
　　議案第５４号　工事請負契約の締結についての一部変更につきましては、智頭小学校において、工事の設計変更に伴い、工事請負契約の変更が生じたものです。
　　以上、本議会に提案しました諸議案の概要を説明しました。詳細については主管課長及び担当者をもって説明させますので、よろしくご審議いただきますようお願いいたします。
○議長（西川憲雄）　　提案理由の説明は終わりました。
　　これから、日程第５、議案第２１号　智頭町暴力団排除条例の制定についてから、日程第３７、議案第５３号　町道路線の認定についての３３議案の補足説明及び質疑を行います。
　　質疑は、会議規則第５５条の規定により、一問一答で行います。
　　なお、発言時間については、会議規則第５６条の規定により、議長において制限を設けることがあります。ご承知ください。
　　日程第５、議案第２１号　智頭町暴力団排除条例の制定についての補足説明を求めます。
　　金児総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　議案第２１号　智頭町暴力団排除条例の制定について。
　　これにつきましては、智頭町の町及び町民の責務を明らかにするということともに、暴力団排除に関する具体的な施策を条例で定めまして、町民の安全で平穏な生活を確保するというところを前提にして制定するものであります。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
　　５番、岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　この暴力団の認定はどこがするんでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　金児総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　警察です。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　では、町は警察の指定されたものを受けて、その当事者であればこの条例に基づいて対処するという、そういう見解でよろしいでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　金児総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　そのとおりです。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第６　議案第２２号　智頭町消防団本町分団屯所の設置及び管理に関する条例の制定についての補足説明を求めます。
　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　議案第２２号　智頭町消防団本町分団屯所の設置及び管理に関する条例の制定について。
　　５ページをごらんください。８条立てで、このたび改修整備いたしました国登録有形文化財であります智頭町消防団本町分団屯所の管理について定めるものでございます。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
　　６番、徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　５条についてちょっとお尋ねするんですけども、５条の第２項で、所定の場所以外の場所において喫煙、火気の無断使用、または飲食すること。ただし、消防施設部分についてはこの限りではないというふうにうたってあります。この理由についてお尋ねします。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　建物には本町分団のポンプ車の格納庫、それから消防団の団員の詰所等を併設しておりまして、そこでの部分につきましては、この対象としていないということで明記しております。以上です。
○議長（西川憲雄）　　徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　説明資料によりますと、国登録有形文化財ということで指定されたということで、条例をつくるということなんですけども、同じ建物である以上、やはり火気については特別な配慮が要ると思うんですけども、それが消防団が使用するからたばこはいいだろうみたいな、そういう考えであるとするならば、これはちょっと問題があるというふうに思うんですけども、いかがでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　これまで屯所として、もちろん詰所しても利用しておりましたが、議員ご承知のように、やはり文化財であるということもございますので、この条例の制定後にまた、ここの消防施設部分にあっては、本町分団に管理委託をいたしますので、その中の覚書ではそのあたりのことも制限をして覚書を締結していただくというふうに考えております。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第７　議案第２３号　智頭町民バスの管理及び運行に関する条例の一部改正についての補足説明を求めます。
　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　議案第２３号　智頭町民バスの管理及び運行に関する条例の一部改正について。
　　８ページをごらんください。町民バスの利用料金に障害者手帳などの交付を受けている方の利用料金の規定を定めるとともに、定期券の利用料金の還付に関する規定を一部改正いたしまして、あわせて表現等を適切なものに変更するものでございます。
　　平成１９年１月１日施行時点から障害者手帳の交付を受けている方の利用料金は半額で運用しているところでございますが、この点が条例に明記をされていなかったこともありまして、このたび改めて第５条第３項に規定するものでございます。また、本年４月から６カ月定期券を新設することといたしましたので、中途で定期券が必要でなくなった場合について、第８条で還付の規定を追加いたしたものでございます。
　　別表につきましては、適切な表現に変えたところでございます。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第８、議案第２４号　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正についての補足説明を求めます。
　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　議案第２４号　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について。
　　１１ページをお願いします。これはスポーツ振興法の全部改正によりましてスポーツ基本法が制定され、それに伴い、別表の第１、第１表関係ですけども、体育指導員の名称がスポーツ推進委員となりましたので、今回上程するものです。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第９、議案第２５号　職員の給与に関する条例の一部改正についての補足説明を求めます。
　　金児総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　議案第２５号　職員の給与に関する条例の一部改正について。
　　１３ページをごらんいただきたいと思います。まず、この条例の改正に至った経緯につきましては、現在、中身を見てもらえばわかるんですけども、現在の役職の加算につきましては、４級と５級が１.１０という加算率になっております。４級と５級といいますのは、４級は課長補佐、５級は課長ということでありますけども、そこの差で役職加算の率が一緒ということがありましたので、これを改定するということを第一に考えましたところ、上限が今のところ、上限の率が約１.１５ということがあります。これがありましたので、今回、特別職並びに議会議員等が１.２ということもありますので、それに合わせて上限を１.２というふうに改正するものであります。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
　　８番、中澤議員。
○８番（中澤一博）　　町長の提案理由のとこでは期末・勤勉手当という言い方をされましたけど、この条例では期末手当基礎額とするとなっておりますけど、その辺は。
○議長（西川憲雄）　　金児総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　期末手当です。
○議長（西川憲雄）　　中澤議員。
○８番（中澤一博）　　そしたら訂正願えますか。
○議長（西川憲雄）　　金児総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　はい、訂正します。期末手当です。
○議長（西川憲雄）　　中澤議員。
○８番（中澤一博）　　その期末手当を１００分の１５から２０に上げるということなんですけど、これは対象者全員に付加されるもんですか。そのあたりはどういう理解なんでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　金児総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　ただいま管理職が１８名おります。１８名おる中で、今言ったように、１.０を掛ける者が１５人、それから１.１５の人間が３人という現状であります。これを今回引き上げを行うことに伴いまして、それぞれ３人と１５人を、１.０の人間を１.１５に、１.１５の人間を１.２にしたいというふうに考えております。
○　議長（西川憲雄）　　よろしいですか。
　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第１０、議案第２６号　智頭町税条例の一部改正についての補足説明を求めます。
　　藤原税務住民課長。
○税務住民課長（藤原　孝）　　議案第２６号　智頭町税条例の一部改正について。
　　１５ページをごらんください。この改正は、先ほど町長が申し上げましたように、東日本大震災からの復興に関し、地方公共団体が実施する防災のための施策に必要な財源の確保に係る地方税の臨時特例に関する法律に基づく改正であります。
　　改正の要旨は、東日本大震災を受け制定された東日本大震災復興基本法第２条に定められた基本理念に基づき、全国的に実施される防災のための施策に要する費用の財源確保のための臨時の措置として個人住民税の均等割の標準税率及び地方たばこ税の税率の変更を行うものでございます。
　　まず、たばこ税の税率ですが、全体の税率変更はございませんが、第９５条で旧３級品以外のたばこ、通常セブンスターとかピースとかそういうたばこでございますが、現行千本当たり町に入る税額は４,６１８円でありますが、これを５,２６２円に、６４４円引き上げるものであります。その分減税部分が下がり、先ほど申しましたように、全体としては変わりはありません。
　　それから、附則の１６条の２ですが、旧３級品のたばこ、わかばとかエコーとかでございますが、同様に町分を２,１９０円から２,４９５に、３０５円引き上げるものでございます。そのほか、東日本大震災に係る雑損控除額等の特例について、所要の規定整備を行うものでございます。
　　また、附則の２５条、１６ページでございますが、において個人住民税の均等割額を平成２６年度から３５年度まで１０年間、５００円加算するものであります。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第１１、議案第２７号　智頭町国民健康保険税条例の一部改正についての補足説明を求めます。
　　国政福祉課参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　議案第２７号　智頭町国民健康保険税条例の一部改正について。
　　これは、これまでの国民健康保険特別会計の決算状況が安定しており、今後もこういう状況が続くということが見込まれるところから、税額の見直しを行うものです。
　　税額の内容につきましては、１８ページから示しております。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
　　６番、徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　町長の提案理由の説明にもありましたが、安定しているということなんですが、気になるのはその安定してる理由なんですね。そこら辺はしっかりと分析された結果なんでしょうか、見解を伺います。
○議長（西川憲雄）　　国政福祉課参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　委員会のほうでは説明させていただきましたけども、近年の支出状況については……。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第１２、議案第２８号　智頭町立中学校等設置条例の一部改正についての補足説明を求めます。
　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　議案第２８号　智頭町立中学校等設置条例の一部改正について。
　　２４ページをお願いしたいと思います。新旧対照表では５校を削減することというふうになっておりますけども、これは小学校の統合により閉校となる６校を学校施設から削除し、新たに、同名ではありますけども、智頭小学校を設置するものであります。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第１３、議案第２９号　智頭町立公民館の設置及び管理等に関する条例の一部改正についての補足説明を求めます。
　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　議案第２９号　智頭町立公民館の設置及び管理等に関する条例の一部改正について。
　　２６ページをお願いします。これは地域主権一括法による社会教育法の改正に伴い、公民館運営審議会委員の任命基準を新たに制定したものでございます。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第１４、議案第３０号　智頭町立智頭図書館の設置及び管理に関する条例の一部改正についての補足説明を求めます。
　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　議案第３０号　智頭町立智頭図書館の設置及び管理に関する条例の一部改正について。
　　２８ページをお願いします。こちらも地域主権一括法による図書館法の改正に伴い、図書館協議会委員の任命基準を定めたものでございます。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第１５、議案第３１号　智頭町児童福祉施設の設置及び管理等に関する条例の一部改正についての補足説明を求めます。
　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　議案第３１号　智頭町児童福祉施設の設置及び管理等に関する条例の一部改正について。
　　３０ページをお願いします。こちらも地域主権一括法による児童福祉法の改正に伴い、基準題名の改正により上程したものでございます。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第１６、議案第３２号　智頭町社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正についての補足説明を求めます。
　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　智頭町社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について。
　　３２ページをお願いします。これは小学校の統合に伴い、閉校となります５つの学校の学校体育館を社会体育施設として設置するものでございます。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
　　１番、中野議員。
○１番（中野ゆかり）　　小学校によって料金の格差があるのはなぜですか。
○議長（西川憲雄）　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　アリーナの面積によって差を設けております。
○議長（西川憲雄）　　中野議員。
○１番（中野ゆかり）　　いや、ぱっと見なので本当にわからないのですが、そんなに格差が、面積的にどのくらいの差があるのかというのがちょっと私にはわからないのですが、これ、統一することはできないんでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　一定の基準を設けております。そこを上回るか下回るかということで金額の差が発生しておるということでありまして、面積的に例えば一番ちっちゃい学校と一番大きい学校とが２倍、３倍というほどでもございませんけども、ある一定の基準というのを設けて、それの上下でしております。
○議長（西川憲雄）　　中野議員。
○１番（中野ゆかり）　　それでは、次の質問なんですが、これ、智頭町の社会教育施設になるということは、今後、屋根が傷んだとかその他もろもろの施設が傷んだ場合、智頭町が修理とかもしてくれるという施設になるんでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　そういうことです。今までどおりといいますか、教育委員会の所管で整備を、維持管理をしてまいります。
○議長（西川憲雄）　　中野議員。
○１番（中野ゆかり）　　確認ですが、今、地区でこの小学校の跡地利用を進めております。体育館もその中に含めてもいいのかどうか。ですから、校舎の場合は利活用を進め、維持管理費の運営状況も地区が考えてるわけです。智頭町が管理してくれるのかどうかというのは今後の展開だと思うんですが、この体育館に関しては、地区が利活用を考えた場合、この管理は、体育館に関してはもう町がしてくれるというような方向でいいのかどうかの確認です。
○議長（西川憲雄）　　本来であれば議案の内容と多少違いますけども、今回は許可しますので。
　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　あくまでも社会体育施設としての指定でございますので、地域として別のことに使いたいということであればそれはそれとして、今度は再度協議ということになると思います。今のところは社会体育施設として公民館なり地域住民の方に開放していくということでございます。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第１７、議案第３３号　智頭町指定文化財石谷家住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正についての補足説明を求めます。
　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　議案第３３号　智頭町指定文化財石谷家住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について。
　　３５ページをお願いします。これは石谷家住宅が国重要文化財に指定されたことに伴い、町指定文化財を解除するものでございます。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第１８、議案第３４号　智頭町立智頭心和苑の設置及び管理に関する条例の一部改正についての補足説明を求めます。
　　国政福祉課参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　議案第３４号　智頭町立智頭心和苑の設置及び管理に関する条例の一部改正について。
　　これは、心和苑の指定管理期間はこれまで３年でしたが、利用者との信頼関係に時間を要すること、また職員の資質向上のためにも３年を５年にしたほうがより利用者にとってよいということで、指定期間を３年を５年とするものです。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
　　６番、徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　３年を５年にしたから信頼関係が生まれるとか、それから職員の資質がということなんですけども、実際問題そうなんかどうかというのはちょっと疑問点が出てくるんですね。ですから、別に３年ごとに更新しても全くこの辺については支障がないというふうに考えられるんですけども、本当にその理由が、３年、５年にした理由が信頼関係とそれから職員の資質向上だけだとすれば、少し理由づけが、説得力がないような気がするんですけども、いかがでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　国政福祉課参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　こういった事業につきましては、主にそこで働く職員、その資質というものが大きく影響するかと思います。そういったところで、この介護サービスに従事する職員が３年の期間を経ての対応よりも、５年という長い期間ここの社会福祉協議会のほうに携わるほうがより安定した職場のほうに行けるのではないかということがまず１点と、それといろんな備品等がありますけども、そういったものに対する計画的な導入ということも考えられます。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
　　１番、中野議員。
○１番（中野ゆかり）　　職員の資質向上ということですが、民間でいえば３年で雇用が切れる、契約が切れるというのと、５年だったら緊張感が違うと思うんですね。資質をより向上させようとするならば、３年、短期で契約を更新したほうがより向上意識も高まるというふうに考えますが、その点いかがですか。
○議長（西川憲雄）　　国政福祉課参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　介護福祉士の資格を取るには３年の経験期間というのが必要となります。３年の経験期間を経た上で、４年目に初めて資格試験が受けられるということになります。これが３年の契約期間になりましたらば、せっかく３年間育てていったものがほかのところに移るという可能性も含んでおります。そこの中で、５年という中で育てていって資格を取っていくということにもつながるかと思います。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第１９、議案第３５号　智頭デイ・サービスセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正についての補足説明を求めます。
　　国政福祉課参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　議案第３５号　智頭デイ・サービスセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正について。
　　この条例も議案第３４号の条例と同じく、３年から５年にするものです。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終了します。
　　日程第２０、議案第３６号　智頭町特別医療費助成条例の一部改正についての補足説明を求めます。
　　国政福祉課参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　議案第３６号　智頭町特別医療費助成条例の一部改正について。
　　これは、平成２２年の税制改正によって、平成２３年度分所得計算から年少扶養、これはゼロ歳から１５歳です、と特定扶養、１６歳から２２歳の上乗せ部分が廃止されるようになります。これによって所得要件のあるひとり親家庭、重度身体障害者の受給者に影響が出てくるもので、これを遮断するために改正するものです。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第２１、議案第３７号　智頭町介護保険条例の一部改正についての補足説明を求めます。
　　国政福祉課参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　議案第３７号　智頭町介護保険条例の一部改正について。
　　これは、平成２４年から２６年度までの介護保険事業計画、これによって１人当たり月額５３０円の保険料が引き上げられるということに伴って、５２ページからの改正を行ったものです。
　　まず、第１段階の方につきましては、２万９,７００円が３万２,８８０円に、第２段階の方についても、２万９,７００円が３万２,８８０円、第３段階の方につきましては、４万４,６００円が３万９,３２０円……。
（「４万９千」と呼ぶ者あり）
○福祉課参事（国政昭子）　　４万９,３２０円。第４段階の方につきましては、５万９,４００円が６万５,７６０円、第５段階につきましては、７万４,３００円が８万２,２００円、第６段階の方につきましては、８万９,１００円が９万８,６４０円となるものです。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第２２、議案第３８号　智頭町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正についての補足説明を求めます。
　　藤原税務住民課長。
○税務住民課長（藤原　孝）　　議案第３８号　智頭町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について。
　　５４ページをごらんください。第１１条の廃棄物の処理手数料のところに、直営でないものの手数料、し尿でありますが、それが定められていたため今回削除をするものであります。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第２３、議案第３９号　智頭町立智頭町総合案内所の設置及び管理に関する条例の一部改正についての補足説明を求めます。
　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　議案第３９号　智頭町立智頭町総合案内所の設置及び管理に関する条例の一部改正について。
　　本町の総合観光案内拠点施設であることを考慮いたしまして、休館日を年末年始のみということに変更するというものでございます。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
　　６番、徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　原則年末年始以外は開館するということなんですけども、それで職員の体制とか福利厚生とかについては別に支障はないというふうに考えたらいいでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　はい、職員体制は整備して、ローテーションを行うということでございます。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第２４、議案第４０号　智頭町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正についての補足説明を求めます。
　　藤原税務住民課長。
○税務住民課長（藤原　孝）　　議案第４０号　智頭町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について。
　　５８ページ以降をごらんください。公営住宅法の一部改正に伴い、入居者の資格要件の変更をするものであります。あわせて、６０ページの一番最後のところでございますが、退去の際、敷金の中から、未納の家賃のほか、今回新たに水道・下水道料の未納を控除することができるように改正をしたものであります。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第２５、議案第４１号　智頭町病院事業の設置等に関する条例の一部改正についての補足説明を求めます。
　　寺谷病院事務次長。
○病院事務次長（寺谷和幸）　　議案第４１号　智頭町病院事業の設置等に関する条例の一部改正について。
　　これにつきまして、現在、長期入院診療料及びその他使用料は、院内経費にて料金請求を行っていますが、このたび条例整理を行うものです。また、証明書につきましては、自賠責保険に係る診断書料等、適正な手数料に見直しをしようとするものです。以上で説明を終わります。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第２６、議案第４２号　第６次智頭町老人福祉計画・第５期智頭町介護保険事業計画の策定についての補足説明を求めます。
　　国政福祉課参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　議案第４２号　第６次智頭町老人福祉計画・第５期智頭町介護保険事業計画の策定について。
　　これは老人福祉法第２８条のうち介護保険法第１１７条で老人福祉計画と介護保険事業計画が一体のものとして策定されていなければならないとされているために、一体として策定したものです。平成２４年度から２６年度までの３カ年の計画です。
　　この冊子を、別冊ごらんください。
　　第１章では、団塊の世代が６５歳以上となる時代背景のもとに、課題を１から４までの４つとして計画・期間等を明記しております。また第２章では、計画の策定に当たって、４つの課題に対する事業展開と、第２節に推計の基礎となる人口、認定推計を示しております。第３節からは今後のサービスの量を示しているものです。
　　既存のサービスに加えて、１２ページをごらんください。１２ページには、地域密着型特定施設入居者生活介護を予定しております。これは６ページの重点施策の③に上げているように、不足する施設サービスを、既存の特別養護老人ホームではなく、自宅に近い施設で地域とのつながりを持ちながら暮らせる施設として地域密着型の特定施設を予定するものです。
　　このような推計をもとに、１５ページをごらんください。１５ページのほうに、今後、２４年度から３年間の介護給付費を示しております。これを費用の負担割合とし、第１号被保険者の保険料として２１％に換算した金額が基準額の５,４８０円となります。
　　１６ページからは、介護予防を推進するための地域支援事業を説明しております。この事業に充てる費用は予防に力を入れなければなりませんけども、保険料の負担増となりますので、限度額が定められております。
　　１８ページの第３章からは、施策の総合的推進と高齢者が地域で暮らすための地域支援活動等を上げております。
　以上が介護保険計画の現状です。
　　第５期につきましては、８ページから、失礼しました、以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第２７、議案第４３号　智頭町過疎地域自立促進計画の変更についての補足説明を求めます。
　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　議案第４３号　智頭町過疎地域自立促進計画の変更について。
　　６６ページをごらんください。初めに訂正をさせていただきます。今回の変更部分ではございませんが、６６ページの下から３行、出始めの「ものの豊かさがや」、「や」が１つありまして、そこの削除、それから６０……。
（「違う、６７だ」と呼ぶ者あり）
○企画課長（葉狩一樹）　　失礼しました。６７ページでございます。それから、６８ページの「（２）その対策」から始まっております３行目です。「生活の構築を支援る」となっておりますのが、「支援する」でございます。それから、７０ページでございます。表中の上から３行目です。「森林のの」が２つありますので、「の」を１つ省くということでございます。申しわけありません。訂正いたします。
　　それでは、６７ページのほうにお戻りいただきまして、平成２４年度以降、過疎地域自立促進計画に基づきまして、過疎対策事業として実施するために所要の変更を行うものでございます。
　　アンダーラインを引いておりますところが追加事業でございます。６８ページでございますが、間伐支援対策事業、それからホンモノの農産物づくり推進事業、６９ページに行きまして、観光協会充実発展事業、森林セラピー推進事業、木の宿場プロジェクト推進事業、森のようちえん支援事業、智頭百業学校、以上の７事業を追加するものでございます。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりましたが、ただいまは本来補足説明で、訂正説明ではありませんので、そこら辺は気をつけて今後やるように。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
　　５番、岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　この過疎計に上げるということは、その意味合いですね、これを上げると過疎債が使えるという前提に立つ、その認識でよろしいんですか。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　そのとおりでございます。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　では、これが認定された後に、この関連する部分の事業については過疎債が今後使えるということですね。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　はい、そうでございます。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　そこのところをちょっと…はっきり…確認しておきたいと思います。
　　もう一つ、こういった個別の事業を過疎計にのせようとする判断基準ですね、そこら辺はどのような判断基準でこういった事業を、どの事業を過疎計にのせるかという、そこら辺はどういう基準で判断していますか。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　１点には、その過疎債のソフト事業ということで、この平成２２年度から取り組んでおりまして、そこのメニューにソフトの部分として新たにこの事業を追加するということで、特に判断基準というよりはソフトの事業というようなことでの位置づけで、これを協議したところでございます。以上です。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　従来過疎債はハード事業が対象だったものが、ソフトも過疎債で適用できると、そこはまあ、それはよくわかりますが、じゃあどういったハードやソフトを過疎計に上げようかという基準ですね。それは行政側が判断してるんですが、今回上がってくる事業を見たときに、この予算説明シート等をずっと見たときに、もっと町にとっては重大な大きな事業があるのに、過疎計にはのってないものもたくさんある。今回のように何か住民にとって余りその事業の影響がないものがあたかも、過疎計にのせるほどの重要な政策なのかという疑問があるわけです。だからこの過疎計にのせる判断基準というものが、一体どの辺に置いてるのか、それを伺いたいということです。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　確かにソフト事業ということでの認識でこの事業を上げておりますが、先ほど議員のほうからおっしゃいました、住民に直接影響がないというようなことではとらえておりません。影響があるからこそ、こういう事業としてソフトで上げてしてまいりたいということでの今回変更を行うものでして、当初に盛り込めてなかった部分を、町としてこれはやはり過疎債での対象事業として、やっぱり直接住民に影響がある事業としてのせていこうということで、この計画に盛り込むものでございます。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　私はその事業が町民に影響が全くないとかということじゃなくて、町民にとって自分たちに影響がある度合いについての判断はいろいろあると思うんです。
　　もう一つ確認したいのは、これの森のようちえん事業は町の事業主体、町が事業主体なのか、どこが事業主体なのか、これについてはどのようにお考えですか。
○議長（西川憲雄）　　教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　森のようちえん事業につきましては、事業主体はまるたんぼうでございます。県の補助がございまして、県の補助と町の補助とを合わせたところで森のようちえんを支援していく、その町の補助部分に対して過疎債を適用していく、そういうふうな考えです。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　事業はその民間団体の事業を町が支援するという部分はそれでいいんですが、果たしてその民間団体の事業を町の過疎計に計上するそこの必要性ですね。そこまでして応援していく仕組みが必要なのか、単に町のスタンスとして応援していくという部分とはまた性格が違うと思うんです。民間団体の事業を町の過疎計にのせるそこの必要性ですね、そこら辺はどういうお考えですか。
○議長（西川憲雄）　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　財政的なこともございます。一般財源をストレートにこの森のようちえんに支援するということではなくて、交付税絡みで町の支援として正式に支援していこうと、そういうものでございます。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　だから町が支援するということは理解できます。それを直接一般財源から、町の負担が少ないように、後で交付税算入で返ってくる過疎債を使おうというのは、それは町の、自分の都合だと思うんです、負担の割合を考えたときにね。でも、民間事業を町の過疎計画に上げるということが果たして妥当なのかどうかということは別問題ですよ。応援するということと、民間団体の事業を町の過疎計画に上げるということが妥当なのかどうか、そこら辺についてのお考えを聞いてるんです。
○議長（西川憲雄）　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　この森のようちえん事業ですけども、本町の特色ある子育てだと認識しております。そこの部分を智頭町として支援していこうということですので、この過疎計にのせること自体は問題ないと考えています。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　いや、もう民間はいろんな事業をして、いろんな部分に補助金等を出してますが、このように町の一つの大きな政策の柱である過疎自立計画にそういった民間の事業まで盛り込む必要があるのかどうか。だったら今ほかのところのいろんな事業についてもこの過疎計にどんどんどんどん盛り込んでいかなければならない。だからここの判断基準がどこにあるのかというところを聞いてるんですよ。
○議長（西川憲雄）　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　この過疎債の適用の範囲というのが限られております。町が行っている事業が何でもかんでもソフトが適応になるかというのでは、そういうことではございません。メニューがありまして、それに合致する事業をここでのせてきた、そういうものでございます。ですから、町もいろいろと事業をしておりますけども、全部が全部過疎計にのせれる、そういうものではございません。
○議長（西川憲雄）　　内容が同じですんで、最後にしてください。
　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　私が言ってるのは、町が支援しなくてはならないという事業だという判断をするのはそれでいいんですが、そういった事業を町の、まあ一つの法律ですね、法律にうたっていくことが妥当なのかどうか、そこの妥当性が果たして必要なのか。でも、この過疎計にのらなくても応援はできますよね。だったら何でそんな民間団体の事業をこの過疎計にのせる必要があるのか、そこを問うてるんですよ。
○議長（西川憲雄）　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　先ほども申しましたけども、町の支援という部分で、支援していこうということに変わりはないわけですけども、それの財源的な部分、財政的な措置でこの過疎債を使っていこうと、そういうことでございます。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
　　２番、平尾節世議員。
○２番（平尾節世）　　教育の振興のところに複式学級対象事業というのがありますが、２４年度から統合し、複式学級になる可能性はないと思いますが、これ、残ってる理由はどうしてですか。
○議長（西川憲雄）　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　確かに今現在は複式学級はございます。ということで載っているわけですけども、この過疎計画につきましては、ありそうだからのせる、消えそうだから外す、それをそのたびたびに行うものではないと考えております。複式学級は、そういうことになれば、解消に向けた事業を導入するということでご理解いただきたいと思います。
○議長（西川憲雄）　　１１番、谷口議員。
○１１番（谷口雅人）　　百業学校、山形がまあそういうようなことなので、校舎の利活用の中に一つの項目として上げておられますけども、はっきり言いましてちょっと概念というものがもうちょっとつかみにくいもので、このシート上の部分以外にもう少し説明をいただけたらと思います。
○議長（西川憲雄）　　山本課長。
○山村再生課長（山本　進）　　百業学校につきましては、今現在、内閣府の新しい公共支援事業、いろいろまだ基本的な部分の検討をまだ進めておるところです。それから、百業というのは、月に数万円ぐらいになるような、ちっちゃな業、それをたくさんそろえて、それを地域の中で支え合いながらみんなが生き生きと生活できる、そういったものをつくりたいと、こう思っております。以上です。
○議長（西川憲雄）　　谷口議員。
○１１番（谷口雅人）　　例で言いましたら、これは内職のような仕事の積み重ねをふやしていくという意味合いで理解してよろしいんでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　山本課長。
○山村再生課長（山本　進）　　いろんなやり方はあると思うんですけども、例えば手仕事とか、そういったことも含めて、いろんなメニューをこれから検討していきたいと思います。以上です。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　暫時休憩いたします。なお、休憩時間は少し短いですけれども、午後の再開は１時とします。
休　憩　午後　０時０９分
再　開　午後　１時００分
○議長（西川憲雄）　　休憩前に引き続き会議を開きます。
　　まず初めに、総務課長より発言を求められておりますので、発言を許可します。
　　金児総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　町長の提案理由の中で、平成２３年度一般会計補正予算の総額の下りで、ページからいきますと１１ページになると思いますけども、１億６,７７１万１千円の減額となるというところを、１億６,７６３万１千円の減額となるということで訂正をお願いし、引き続き補正後の一般会計予算は５６億４,０２３万５千円というところを５６億４,０３１万５千円ということで訂正をお願いします。
（「もう１回」と呼ぶ者あり）
○総務課長（金児英夫）　　もう一度言います。提案理由がお手元にあると思います。これの１１ページの上のところで、２行目で「１億６,７７１万１千円の減額となり」という下りがあります。その額を「１億６,７６３万１千円」と訂正をお願いします。その後の、次の行の「５６億４,０２３万５千円」を「５６億４,０３１万５千円」ということで訂正をお願いします。
○議長（西川憲雄）　　ご理解いただけましたか。よろしいですか。
（「はい」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　続きまして、ただいま町長より本会議における発言について、会議規則第６４条の規定によりまして、提案理由の中で、議案第２５条の説明で「職員の期末手当」というところを「期末・勤勉手当」と申しましたが、「勤勉」を取り消したいとの申し出がありました。
　　お諮りします。
　　これを許可することにご異議ありませんか。
（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　異議なしと認めます。
　　よって、発言の取り消しの申し出を許可することに決定しました。
　　それでは、引き続き会議を開きます。
　　日程第２８、議案第４４号　鳥取市と智頭町との定住自立圏の形成に関する協定の変更についての補足説明を求めます。
　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　議案第４４号　鳥取市と智頭町との定住自立圏の形成に関する協定の変更について。
　　鳥取市と智頭町との間で締結いたしました定住自立圏の形成に関する協定につきまして、一部を変更する協定を締結するものであります。
　　内容につきましては、平成２２年３月２９日に鳥取市を中心といたしまして東部１市４町で締結いたしました定住自立圏協定について、兵庫県の新温泉町が以前にも増して鳥取東部圏域との一体的な生活圏を形成するようになったということで、平成２４年４月から新たに新温泉町が参画し、１市５町で鳥取・因幡定住自立圏を推進していくことになり、計画を変更するものでございます。あわせて、平成２４年度以降、事業の見直しに伴います変更をするものであります。
　　それでは、お配りしております別冊の定住自立圏の形成に関する協定書をごらんいただきたいと思います。
　　これが協定書の内容でございます。中心市宣言を行いました鳥取市と智頭町との間において、圏域全体の生活基盤の充実と一体的な発展を図るため、定住自立圏を形成することに関して、必要な事項を定めることを目的としたものでございます。変更部分につきましては、見え消しで表示いたしております。左端のほうに縦線を引いておりますが、そこが変更の部分でございます。甲の部分は鳥取市で乙の部分が智頭町ということでごらんいただきたいと思います。
　　まず医療で、自治体病院の連携ということでございまして、ここは市立病院、それから新しく加入いたします浜坂病院、智頭病院ということで、平成２４年度からは、そのほかの自治体の病院間の情報共有や補完的な相互連携を行うということで常時いたしております。
　　２ページをごらんいただきますと、内容は、乙の役割の部分が本町の部分でございますが、先ほど甲の部分で申しましたように、同様の修正を図るものでございます。それから２ページの中の段、産業振興、圏域の観光物産振興というところでございまして、甲の役割、ここは鳥取市観光協会へ委託しておりましたこの事務局の設置を支援するというのを省きまして、３ページ目に追加として、鳥取自動車道を活用した観光振興を行うということで、甲と乙のそれぞれの役割を新規に追加いたしたものでございます。
　　それから、４ページ目をごらんいただきたいと思います。新たに追加いたしました福祉の部分でございます。取り組みの内容は、鳥取市の社会福祉協議会が行います各主要な事業について圏域の住民を対象に相談を受け付けるというＡの部分と、Ｂの知的障害児の家庭訪問や悩みの各種相談・指導についての圏域内の住民対象に行うということで、甲の役割と乙の役割をそれぞれ新規に追加いたしております。
　　次に、オの教育という部分で、森のようちえんの部分を追加をいたしまして、４ページでは甲の役割、それから５ページでは乙、智頭町の役割として森のようちえんの事業を実施する、それから情報の提供を行うというようなことで修正を新しく追加いたしております。
　　それから、６ページでございます。圏域外、外来の住民との交流、移住促進ということで、ここは団体名の改正で、とっとり因幡グリーン・ツーリズム推進協議会というようなことで、そこに活動に参画するということで、組織名の改正を行っております。
　　７ページにつきましては、ここは新たに追加いたした部分でございます。安心・安全のネットワークの強化ということで、圏域内の災害支援、鳥取・岡山県境連携推進協議会に基づく災害支援としての充実を図るというようなことで、それぞれ鳥取市の役割、智頭町の役割というものを定めてございます。
　　変更点につきましては以上でございます。
　　なお、締結は各市町の議決を受けまして、３月末に行う予定でございます。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
　　５番、岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　この１ページの各自治体病院との連携ですね、これまではこの医師の派遣体制を構築するというのが、これが消去されて、情報共有や総合的な相互連携を行うという表現になってるんですが、これは実態的にはどうなんでしょう。この文面を見ると医師の相互派遣をやめるんだというぐあいにとれるんですが、そこら辺の実態的なものはどのようなこれは運営になるんでしょうか。その姿がちょっと見えにくいんですが。
○議長（西川憲雄）　　西尾事業管理者。
○病院事業管理者（西尾　稔）　　お答えになるかどうかあれなんですけれども、私ども病院サイドとしましては、この協定というのはこのたび議案で初めて目にするものがあるんですが、実態上の話ということになりますと、現在、智頭病院には市立病院のほうから外科で１日行っていただいて、あるいは産婦人科で１週間に１回行っていただいてるといったような医師の派遣をいただいております。この４月以降ということについて、現在、調整中のものでありますけれども、先ほど申しました今年度以上の支援を予定しておりますし、市立病院さんのほうもそれにおおむね協力していただけるという状況でありますので、私どもは、この文面で読む限りにおきましては、市立病院と医師の配置状況に応じて派遣体制を構築するということが、これからは相補うような相互連携を行うということで、きちんと読み取れるのであろうということと、それと派遣体制を構築するということですので、体制そのものはおおむね現在も整っておりますし、これからも市立病院さんそのものが体制強化される中でこういうものがほぼ充足できてきたから、こういう表現に改められるのではないかというふうに考えます。以上です。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　いや、この文面を見る限りではそういうちょっと心配がね、医師が不足する中で病病連携とかで医師を補い合おうといういい仕組みだなと思ってるんです。それが今回この文書で見ると抹消されて、抽象的な、相互補完ですかね、そういう表現になってるんで、そこら辺の意味合いの中に今の実態的なのがしっかり担保されてるのかどうか、そこら辺がやっぱり明確でないと、果たしてこういう文言で安心できるのかなという疑問があるんで、何かなかなか、担当局が今日初めて議案で見るというふうなことで、果たしてそこら辺の不安が払拭できるのかなという心配があるんです。どうでしょう、担当の窓口の企画課のほうでは、ここら辺についてはどのような詰めというか、そういうことをやったんでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　事務レベルでは現況の状況をお聞きしながら、今までのその医師の派遣ということから、内容的にはほぼ変わりはないというふうに私どもは考えております。補完的な、相互連携ですので、現状を踏まえた上でこういう表現的に言っておりまして、仮に、仮の話はしちゃいけませんが、年度中途でそういう連携というのか、派遣というようなことが起きましても、それはここにうたってあるとかないとかというものではなくて、あくまでもこういう基準によって相互の連携をしていこうという表現でございますので、何ら今までの明確な医師の派遣ということも含めた中でのそれぞれの補う部分をしていこうということでございます。あくまでも現状を踏まえた中での記述としております。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　これまでは具体的な個別な事案を書いてたのが、今回はもっと幅広いものの、連携ができるようにという、いい解釈をすればですよ、そういうぐあいに含みを持たせたという解釈でいいんですか。だから、これまでの業務についてはほぼ踏襲されて、なおかつそれ以上の連携をやっていくんだという理解になるのか、そこら辺をしっかり議会としても状況が把握できてないと、何か具体的にこの制度が廃止されるのではないかなという不安がありますので、そこら辺どうですか、しっかりそういう判断ができるんですかね。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　今までのものが廃止されるというふうには認識いたしておりません。あくまでも現状を踏襲して今後も連携していくということでございます。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　もう一つ、先ほどの議案の中の過疎計のところにもあった森のようちえんですが、このここの部分については、乙の役割で森のようちえん事業を実施するとはっきりうたってるんですが、これはこうなるとあくまでも事業は町の主体というとらえ方をせざるを得んのですが、ここら辺はどうですか。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　団体が実施するものでも智頭町として実施している事業でありまして、これを鳥取市とそれぞれが連携していこうというものでございます。現状におきましても、市域との連携がありますので、この記述であくまでも、制度利用によってこの記述にしております。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　その前の議案で「応援する」ということにはやぶさかでない。でも今回これでうたってる乙の役割というのは智頭町ですね、智頭町の役割としてこれははっきりと森のようちえん事業を実施するとうたってるということは、これは事業主体が智頭町だという解釈しかありませんので、下のように、Ｂのように情報提供を行うということならわかるんですよ。先ほどは「森のようちえんは事業主体はまるたんぼうだ」とはっきり言いましたので、じゃあここのように乙の役割で、智頭町の役割で森のようちえん事業をこれは実施するというとらえ方しかできないと思うんですが、そこら辺の、前の議案との答弁との整合性が若干狂ってくるんじゃないですか。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　あくまで間接で補助するという午前中の答弁でありましたが、そのとおりでございまして、まさに予算化をしなければそういう措置もできないということで、予算化してあるということは町の事業の取り組みと私は認識しております。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　町の事業と町が支援するということは別問題でしてね、町が支援するから町の事業だという解釈ではないと思うんですよ。ここの広域連携の中では甲、乙の役割というのは自治体の役割ですので、その乙の役割に森のようちえん事業を実施するということは、智頭町が主体となってやるという解釈しかできないということで、そこら辺の、前の議案の森のようちえんはまるたんぼうが事業主体だというとこと、じゃあここで矛盾が出てくるんではないかということを言ってるんですよ。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　あくまでも町のほうで予算化した事業ということで認識しております。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　では、町としては、町が予算化、補助金出した事業は町が事業主体だという認識に立つんだという解釈、私は今そう解釈してますので、それでよろしいんですね。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　あくまでも事業主体と事業を実施するものと、それから町が事業主体であるということは違うと思います。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第２９、議案第４５号　智頭町・鳥取県職員の研修に関する事務の事務委託に関する規約の変更についての補足説明を求めます。
　　金児総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　議案第４５号　智頭町・鳥取県職員の研修に関する事務の事務委託に関する規約の変更について。
　　７４ページをごらんいただきたいと思います。改正前、改正後というふうにしておりますが、全面的に新しくつくるものでございます。基本的には、組織が従来は自治研修所というふうに言っておりましたものが職員人材開発センターという名称になったことと、それから地方自治法の改正に伴いまして、今回が…の措置等がありますので、全面改正を行うものでございます。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第３０、議案第４６号　公の施設における指定管理者の指定（智頭温水プール）についての補足説明を求めます。
　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　議案第４６号　公の施設における指定管理者の指定（智頭温水プール）について。
　　公の施設の名称、智頭温水プール。指定管理者、八頭郡智頭町大字智頭１０７０番地２、株式会社エヌ・エス・アイ、代表取締役、近藤雅彦。指定期間、平成２４年４月１日から３年間。
　　理由です。智頭温水プールの管理事業を効果的かつ効率的に行うために、株式会社エヌ・エス・アイを引き続き指定管理者として指定しようとするものであります。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第３１、議案第４７号　公の施設における指定管理者の指定（智頭町老人福祉センター）についての説明を求めます。
　　国政福祉課参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　議案第４７号　公の施設における指定管理者の指定（智頭町老人福祉センター）について。
　　智頭町老人福祉センターの指定管理者は、特定非営利活動法人和の輪、理事長、前村隆司さん。指定の期間が平成２４年４月１日から２７年３月３１日までです。
　　指定の理由といたしまして、老人福祉センターの業務管理を効果的かつ効率的に行うためにこの和の輪を指定管理者として指定しようとするものです。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第３２、議案第４８号　公の施設における指定管理者の指定（智頭町農業団地センター）についての補足説明を求めます。
　　岡本建設農林課長。
○建設農林課長（岡本甚一郎）　　議案第４８号　公の施設における指定管理者の指定（農業団地センター）について。
　　これにつきましては、農業団地センターを鳥取いなば農業協同組合に指定管理にするものでございます。指定の期間といたしましては、平成２４年４月１日から２７年３月３１日まで。理由として、智頭町農業団地センターの管理業務を効果的かつ効率的に行うため、鳥取いなば農業協同組合を指定管理者として指定するというものであります。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。日程第３３、議案第４９号　公の施設における指定管理者の指定（智頭町立智頭町総合案内所）についての補足説明を求めます。
　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　議案第４９号　公の施設における指定管理者の指定（智頭町立智頭町総合案内所）について。
　　総合案内所につきまして、智頭町観光協会に指定を行うものでございます。期間といたしましては平成２４年４月１日から平成２７年３月３１日まででございます。案内所の管理業務を効果的かつ効率的に行うため、智頭町観光協会を指定管理者として指定するものでございます。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第３４、議案第５０号　公の施設において指定管理者の指定（智頭町指定文化財石谷家住宅）についての補足説明を求めます。
　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　議案第５０号　公の施設における指定管理者の指定（智頭町指定文化財石谷家住宅）について。
　　施設の名称、智頭町指定文化財石谷家住宅。指定管理者、智頭町大字智頭３９６番地、財団法人因幡街道ふるさと振興財団理事長　寺谷誠一郎。指定の期間、平成２４年４月１日から３年間。理由、智頭町指定文化財石谷家住宅の管理業務を効果的かつ効率的に行うため、財団法人因幡街道ふるさと振興財団を指定管理者として指定するものでございます。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
　　１１番、谷口議員。
○１１番（谷口雅人）　　先ほど国の指定文化財ということになって、そういう項目について削除があったわけですけど、細かいようですけども、そういう記述に改められたほうが前条との部分のなじみはいいんじゃないでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　先ほどご提案申し上げましたけども、まだ議決の段になっておりませんので、まだ智頭町の指定文化財という部分が生きております。そういうことでこの部分では智頭町指定文化財という言葉を使っております。以上です。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第３５、議案第５１号　公の施設における指定管理者の指定（智頭町立智頭心和苑及び智頭デイ・サービスセンター）についての補足説明を求めます。
　　国政福祉課参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　議案第５１号　公の施設における指定管理者の指定（智頭町立智頭心和苑及び智頭デイ・サービスセンター）について。
　　これは平成２４年４月１日から５年間である２９年３月３１日まで、智頭町社会福祉協議会のほうに指定管理するものです。智頭町立智頭心和苑及び智頭デイ・サービスセンターの管理業務を効果的かつ効率的に行うために指定管理します。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第３６、議案第５２号　町道路線の認定についての補足説明を求めます。
　　岡本建設農林課長。
○建設農林課長（岡本甚一郎）　　議案第５２号　町道路線の認定について。
　　これにつきましては、８３ページにありますように、整理番号３７０４号。路線名、坂原錦橋線。起点、智頭町大字坂原字下河原４０８番３地先、終点が智頭町大字智頭字下田４５番４地先。重要な経過地として紅葉橋を上げております。これにつきましては、主要地方道津山智頭八東線の坂原、それから錦橋間を県から移管を受けて町道として認定するものであります。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
　　１０番、酒本議員。
○１０番（酒本敏興）　　この町道認定につきましては、所管の委員会あるいは全員協議会等々で質疑応答を繰り返してまいりました。その間、智頭町のほうも地域の皆様方には十分ご説明をいただいたり、町道移管後の智頭町のスタンスも述べてきておられたということを感じてます。しかしながら、所管の委員会は民生でございますので、きょうは本会議ということですので、改めてもう一度確認をさせていただきたいと思います。
　　町道認定されますと、智頭町の維持管理が発生するということになります。この５２号につきましては、議会のほうの意見、あるいは地元のほうの意見としましては、錦橋の交通量と歩行者との間で事故が起こるのではないかという危惧が示されております。したがいまして、今後は町道移管になりますと、智頭町が責任を持ってこれに対応しなきゃいけないという事態が発生するんですけども、その時点で町長は地元の皆さんや智頭町の皆さんに丁寧な説明をさせていただきたいということで、きょうまで推移をしております。したがいまして、その件につきまして、どのような経過でどのような対応をされたかちょっとお聞きしたい。
○議長（西川憲雄）　　岡本建設農林課長。
○建設農林課長（岡本甚一郎）　　この問題につきましては、昨年からいろいろ町内会長会、それからかわらまち夢つくり委員会等といろいろ協議を重ねてまいりまして、県とも現場をいろいろ歩いて、町内会長の方といろいろ協議してきたところであります。最終的に昨年１２月２１日に県、それから町内会長さん、それから夢つくり委員会、こういったところと最終的な協議を行っておりまして、一応ここで終わりだということで、前回の民生常任委員会の中で、地元説明をということでありましたので、実は本日、地元説明を行うようにしております。
　　それから、もう一つ安全管理の問題が出てきておりますけど、この件につきましても移管後につきましてはいろいろ規制等を考えておりまして、歩行者の安全確保を図っていきたいというぐあいに思っております。以上です。
○議長（西川憲雄）　　酒本議員。
○１０番（酒本敏興）　　５２、５３号も関連しますけども、なぜこのことをくどくどくどくど執行部と問い交わしているかということですけれども、これ発案権が町長であって議会にはないんですよね。修正権もないということですけれども、この道路というのは、経済効果の基盤を確立するということと、もう一つ大事なことはこの道路の維持には住民負担がこれから起こってくるということであります。ここまで言いますとわかるでしょうけれども、智頭町の住民の皆さん方に負担を強いるということがこれから今後発生するということになります。したがいまして、この質疑を繰り返してるんですけれども、例えば、この錦橋で耐震の問題で交通規制をかけよう、重量制限の規制をかけようとしましても、実はこれ警察の管轄ではないんですよね。そうしますと、智頭町のほうでそういう問題が起きてくるという細かいことまでこれから出てくると思うんですよ。したがいまして、先ほど言いましたように、産業経済発展と、それから地元住民負担を伴うということを踏まえまして、これから智頭町として維持管理、あるいは改良を含めて対応するという解釈でよろしいですね。
○議長（西川憲雄）　　岡本建設農林課長。
○建設農林課長（岡本甚一郎）　　維持管理につきましては、やはり道路管理者としての管理を行っていきたいというぐあいに考えております。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第３７、議案第５３号　町道路線の認定についての補足説明を求めます。
　　岡本建設農林課長。
○建設農林課長（岡本甚一郎）　　議案第５３号　町道路線の認定について。
　　これも８５ページのほうにありますように、整理番号３７０５。路線名、河原町線。起点が智頭町大字智頭字掛上リ二１８１１番１１地先、終点が智頭町大字智頭字町ノ内５１９番地地先。重要な経過地ということで智頭橋という具合にしております。これにつきましては、智頭の駅前から備前橋までの間、旧県道智頭停車場線でありますけど、それの側溝整備等いろいろ事業完了したので、県のほうとしては町のほうに移管したいということでありますので、今回、認定するものであります。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　お諮りします。
　　議案第２１号から議案第５３号までの３３議案については、会議規則第３９条第１項の規定により、お手元に配付しております議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託して審査することにしたいと思います。
　　ご異議ありませんか。
（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　異議なしと認めます。
　　よって、議案第２１号から議案第５３号までの３３議案については、お手元に配付しております議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託して審議することに決定しました。
　　次に、日程第３８、議案第１号　平成２４年度智頭町一般会計予算から、日程第４９、議案第１２号　平成２４年度智頭町病院事業会計予算までの１２議案の補足説明及び質疑を行います。
　　一般会計予算の質疑については、歳入と歳出の款ごとに、議会費から民生費、衛生費から土木費、消防費から予備費と債務負担行為から歳出予算の流用の５区分。その他の特別会計、事業会計予算については歳入と歳出に分けて行いたいと思います。
　　これにご異議ありませんか。
（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　異議なしと認め、一般会計予算の質疑については歳入と歳出の款ごとに、議会費から民生費、衛生費から土木費、消防費から予備費と債務負担行為から歳出予算の流用の５区分。その他の特別会計予算、事業会計予算については歳入と歳出に分けて行います。
　　日程第３８、議案第１号　平成２４年度智頭町一般会計予算の補足説明を求めます。
　　金児総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　議案第１号　平成２４年度智頭町一般会計予算。
　　お手元にお配りしております２４年度当初予算の概要というものと、平成２４年度智頭町当初予算主要事業というもので概略説明させていただきます。主要事業につきましては、総合計画に基づきます４本の柱に基づきまして、「豊かな資源・環境を活かしたまちづくり」の中での主要事業、それから「安全・安心ですみよいまちづくり」の主要事業、はぐっていただきまして３番目、「充実した教育によるまちづくり」ということでの主要事業、最後に「みんなでつくる元気なまちづくり」での主要事業というふうにしております。予算の中でまた…していただきたいと思います。
　　それでは、平成２４年度当初予算の概要ということで、歳入のほうから概略をご説明させていただきたいと思います。
　　平成２４年度予算額総合計５３億７,２００万でございます。前年度比較をしまして、１億３,５００万、２.５％減ということでしております。
　　歳入の項目で大きく変化したものは、下のほうに一覧で上げておりますが、地方税では固定資産税が減になるということ、それから交付税では普通交付税、特別交付税とそれぞれ６,０００万、２,０００万ということで、増加の予算を組んでおります。これは過去３年間の傾向を見ながら予算を組んでおります。
　　国庫支出金につきましては、いわゆる小学校の交付金等々減額がありますので、その辺の金額とは別になっております。それから、県支出金もそれぞれの結果、多少減額となっております。
　　繰入金は財政調整基金繰入金から昨年度と比べて１億足しまして、４億円を繰り入れするようにしております。
　　それから繰越金につきましては、昨年度４,５００万でありましたものを今年度５,５００万ということで、１,０００万のプラスと考えております。
　　それから起債です。臨時財政対策債、それから過疎債等々事業の減額ということもありまして、１億８,０００万余りの減額としております。
　　はぐっていただきまして、性質別ということであります。主なものとしましては、下に書いておりますが、人件費は退職手当特別負担金は、これは退職者に伴う特別負担金でありますが、増加になっております。
　　それから、一番大きなものとしまして補助費があります。補助費の３億１,２００万増加の半分近くを占めるものは病院に対しての繰り出しです。これは電子カルテを導入するということで、大きな金額の膨らみになっております。
　　それから、普通建設事業は４億７,０００万余りの減額になってます。これは統合小学校が済みますので減額というふうにしております。
　　以上で歳入歳出の概略を終わります。
○議長（西川憲雄）　　説明は終わりました。
　　これから歳入の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。少しずつ時間を置きますので、ゆっくり見てください。
　　８番、中澤議員。
○８番（中澤一博）　　交付税が伸びてるんですけど、普通、常識考えて、今交付税が大体減る方向という理解でおるんですけど、これ伸びた背景というのはどういったことでしょう。
○議長（西川憲雄）　　金児総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　先ほども申しましたけども、ここ２年、３年の推移を見て、十分に、本来でいうともう少し見てもいいんかなと思いますけども、もしそういうようなことがあったんで、それはしておりません。
　　ちなみに話ですけども、平成２３年度の普通交付税２５億９,０００万です。それで、特別交付税、予算額では２億５,０００万見ております。それが１２月の交付で既に２億６,０００万入っております。ですので、そういったのから勘案すれば、十分事が足りるというふうに考えております。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
　　５番、岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　小学校の統合による、小学校５つ減るんですが、これによる交付税の減の影響というものはどのようになるでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　金児総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　学校の数というより学級数ということが減になる要因になると思います。ですので、昨年と同等の学校の分野では来るとは考えておりません。減になることは重々承知の上で考えております。まだ細かい学級数での試算はしてませんけども、７,０００万ぐらいは減るのかなという気はしております。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　では、学校減によって大体７,０００万ぐらい減るだろうという見通しだということですか。
○議長（西川憲雄）　　金児総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　はい、先ほど申しましたとおりです。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　あと、町債ですが、今年度の事業の中にこれから中学校改築があるんですが、今のところ、この中学校の改築の部分が町債に盛り込まれているということはないんですね。あくまでも今後、補正が出てくる中で上がってくるんだという見方でよろしいでしょうか。そこら辺どうですか。
○議長（西川憲雄）　　金児総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　新年度、２４年度ですが、中学校については基本計画を予定しております。３,０００万余りの基本計画を予定してますけども、それは財源は過疎債で対応するということにしています。ですから、中学校の改修につきましては、既に過疎債を基本設計に３,０００万充てるという計画です。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　当初のときはそれでいいんですが、多分これからの見通しの中で、年度途中で改築に当たっての事業費が出てくるのではないか。そのときには当然過疎債も含まれたものが出てくると思うんで、そのときにはそういったものがふえて、実際の年度額の町債はふえてくるという見方をしとったほうがいいのかどうかというとこです。
○議長（西川憲雄）　　金児総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　具体的な実施設計が出た場合、それからそのときの落札の金額等々にもよりますけども、２４年度中に発注されるということになれば、それに対する起債等は当然出てくるんじゃなかろうか。ただ、それが起債の処理が全部過疎債なるかどうかというのは、またこれがそのときの補助事業の裏をどうするかということになって変わってくるとは思います。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　次に、歳出の議会費から民生費までの質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「民生費から」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　再度言います。議会費から民生費。
（「福祉課は」「福祉課は民生費」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　中澤議員。
○８番（中澤一博）　　この主要事業の中ですけど、これは説明ちょっとあったと思うんですけど、この中で２ページ目の病院改革プランの推進支援が６億２,３００万と、電子カルテ整備事業が１億３,０００万あるんですけど、これ１億３,０００万の電子カルテは改革プランの中の６億２,０００万に入っとるんじゃないんですか、別途ですか、これは。どうなんですか。
○議長（西川憲雄）　　申しわけありません、衛生費ですけど、答弁を求めますので。これはだれが答えますか、どちらが。
　　金児総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　済みません、入っております。間違いです。ただ、これが新規だよということをわかってもらうために、本当は括弧書きで書くべきだったかもしれません。そういう理解をしていただきたいと思います。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　それでは、質疑なしと認めます。
　　次に、衛生費から土木費までの質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
　　中澤議員。
○８番（中澤一博）　　同じく２ページのとこですけど、上から４つ目の上水道残留塩素自動計測設備工事ですけど、主要事業ですので主要事業と通るんですけど、これは一般会計じゃないですね。このあたりをちょっと説明願いたいと思います。ここに出とる３,２００万というのは。
○議長（西川憲雄）　　金児総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　先ほども申しました同じことなんで、さっきの電子カルテも病院からすればカルテの事業という意味合いです。それから、先ほど中澤議員が質問の水道課といたしましては、これはあくまでも一般会計ではなくて水道会計ということで理解していただきたいと思います。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
　　３番、田中議員。
○３番（田中　潔）　　支出のほうですけれども、農林関係でいろんなものが総合的に減額になっとるんですね、１,１００万円。これは何が原因でこうなっとるんですか。
○議長（西川憲雄）　　岡本建設農林課長。
○建設農林課長（岡本甚一郎）　　農林関係で減額になっとる大きなのは、林業関係の緑の産業再生プロジェクト事業ですけど、これ前年まで１００％補助ということで来ておったわけですけど、本年度から７５％と補助率が下がっておりますので、事業量がどこまで…かなというふうな……。以上です。
○議長（西川憲雄）　　田中議員。
○３番（田中　潔）　　そうすると、作業道なんかの例えて言えば、２３年度は１００メーターついたのが、２４年度は７５メートルしかつかないというような感じにとれるんですが。それでは町長が林業でどうのこうのと言われるのにちょっと逆行するような感じがするんですけど、もうちょっとそこらのとこ予算確保していただきたいなと思いますので、どうでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　再度質問は、これ修正を求められてるんで、それはちょっと今の議案提案だとなりませんので、もう一度質問してください。
　　田中議員。
○３番（田中　潔）　　今言いましたのは、予算的に減額になっとるのは、結局私の質問の仕方が悪いんでわかりが悪いとは思いますけども、この予算を見る限りでは後ずさりの政策になっておるわけですな、町長が提案するのと。それに対してどのようにこれから補正でも組んででも、やっぱり２３年度と同じように１００メートルは１００メートルつけるんか、それとも１３０メートルにするかという格好のほうにもっていかないと、町長が林業、農業を主体にするということに対しての逆行の数字になっとるんで、そこらのところをお尋ねしたい。
○議長（西川憲雄）　　岡本建設農林課長。
○建設農林課長（岡本甚一郎）　　個別に、例えば作業道とかそういった事業費については、そんなに減額ということにはなっておりませんが、何分国の予算ぐあいが悪いという現実がございまして、決して後退する予算ではないというぐあいに考えております。以上です。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
　　６番、徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　７６ページになります。先ほど、農業団地の指定管理が出たんですけども、町がそれをする理由ですね、位置づけについて改めてお尋ねしたいと思います。農業団地センター。
○議長（西川憲雄）　　岡本建設農林課長。
○建設農林課長（岡本甚一郎）　　農業団地センターにつきましては、もともと智頭町の農業振興、それから農業者の研修の場所ということで建設されたものでありますけど、これが当時の智頭町農業協同組合との合体施工というところがございまして、当初は町で直接管理しておったわけなんですけど、管理主体を農協に移したほうがより効率的ではないかということで指定管理に出しておるものであります。以上です。
○議長（西川憲雄）　　徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　団地センターをつくったときと状況が変わってると思うんですよ。今、町が持ってて、指定管理でやってるという、その理由性がもうちょっと明らかでないとか、ですから、毎年毎年指定管理料出してわざわざ農協に管理してもらう。もうそれらは既に農協の所有みたいな形でやってるわけでして、だからもうそれを売るとかなんとか、譲渡するとかなんとかということになるかとは思うんですけども、そこら辺については考えてはおられませんか。
○議長（西川憲雄）　　岡本建設農林課長。
○建設農林課長（岡本甚一郎）　　団地センター問題につきましては、土地の問題等も含めて、今、農協といろいろ協議をしているところでありまして、まだ結論的なものが出てないという状況であります。議員おっしゃるように、譲渡を含めたところでも検討して、今行っているところです。以上です。
○議長（西川憲雄）　　徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　現況についてはわかりました。指定管理全体についてやっぱりもう１回検証する必要があるんじゃないかということで提案するところですので、いろいろ検討しているということですので、わかりました。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
　　５番、岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　ちょっと順番がずれてるかもわかりませんが、ちょっと疎開保険事業の１万円もらって半分は農産物で返すんですが、残りの５千円分ですね、残りの５千円分が多分保険発動に備えてのお金になると思うんですが、今、ここの会計処理はどのようにしてるんでしょうか。つまり、普通の保険だったら保険料を蓄積しとって保険発動に備えると思うんですが。今のこの智頭町の疎開保険では、１万円のうちの農産物以外の５千円の扱いはどのようにして、また、もし保険発動の場合はどのように対応するとお考えでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　疎開保険につきましては１２６名の加入があって、１万円ということで１２６万円という計算になります。特産品の発送業務を含めて６千円で委託しておりまして、あと智頭町のＰＲのためのチラシでありますとか広報紙、そういったものを定期的に郵送いたしておりまして、そういうＰＲと、次年度以降のまた加入のご案内とかということで、大体事務費を８％程度、その中で使っている。で、残りの部分で基金に積み立てていくというようなことで考えております。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　では、５千円の保険料の部分で、その中から必要経費を差し引いたものを、残りを基金発動に備えて疎開保険基金に積み立ててるんですよね。そういう会計処理がなされているんですか。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　はい。そのように基金を積み立てるということで、平成２４年度予算にも計上いたしております。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　確認です。最も初めの基金は昨年条例でつくったんで、あとは本当の保険料の部分で必要経費を差し引いた部分を基金に積み立てていって、保険発動に備えていく。だから災害発動のときには一般会計からでなくてその基金から十分対応できるんだという、そういう仕組みだという理解でよろしいんですか。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　場合によっては基金だけでは対応できない部分もあるかと思います。以上です。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　次に、消防費から予備費までの質疑を行います。９２ページから１１６ページです。
　　６番、徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　１０３ページになると思うんですけども、町長の提案理由にもあったんですけども、豊乗寺って一宗教法人ですけども、あれが県指定の文化財ということで補修ということで上がってるんですけども、宗教法人に対しての町の助成ということから見れば、そこら辺について問題はないというふうに理解してよろしいんでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　長石課長。
○教育課長（長石彰祐）　　豊乗寺の大師堂の修復ですけども、これは県指定の文化財としての助成でありますので、宗教とは関係ありません。
○議長（西川憲雄）　　徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　文化財という視点から修復するということで理解すれば問題ないということですね。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
　　５番、岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　放課後児童クラブについてですが、これまでは６校があってそれぞれでやってたんですが、今後の統合した後の運営の仕方ですが、予算ではまた各地区でやるとなってるんですが、果たしてそれが実態に沿うものか、そこら辺の運用についてはどのようにお考えですか。
○議長（西川憲雄）　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　今現在、放課後児童クラブは、平成２４年度は引き続き各地区で行うということで進めております。今、保護者の皆さんにお集まりいただいて、最終確認を行っているところです。その最終確認の数字によりましては、放課後児童クラブが成り立たない、人数が少なければなかなか難しいかと思うんですけども、平成２４年度については、何かそういう子どもさんがあれば対応していきたいという思いでありますけども、今後はやはり智頭に統合ということになれば動きがあるかもと思っております。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　じゃあ、基本的には今のところ、当初では各地区でこれまでどおりの放課後児童クラブを開設しようと思っている。けども、保護者の意向、選択によってですよね、智頭以外の人が智頭で放課後児童クラブを利用したいですというようなことがあれば、実際には各地区のが成り立たないおそれがあるかもしれないが、それはそのときに見直すということですか。それとも今年はとりあえず従来の形式でやっていくが、来年度以降はどういう状況によっては見直すというような考え方、そこら辺の今の考え方どうですか。
○議長（西川憲雄）　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　平成２４年度は希望があれば、放課後児童クラブに参加されるご家庭があれば、それは対応していきたいと考えておりますけども、２５年度以降については状況を見ながらまた検討してまいりたいと思います。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　ほんで、これまでは地域の子どもは地域で見ようという考え方で、また統合しても地区ごとの放課後児童クラブというのは理解できるんですが、やはり人数的なもので、これまで智頭以外の子どもがそこに行ってても、やはり友達関係とかいろいろ人数の多いところのほうが私はいいんだということがあれば、その選択については選択できるような仕組みは残ってるんですか、そこら辺はどうですか。
○議長（西川憲雄）　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　その選択の余地がございます。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
　　６番、徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　１１１ページ、図書館費なんですけども、大きな減額になってるんですけども、この要因はなんでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　昨年は国の補助事業を使いまして、図書の整備と空調の関係等を行いました。そういう関係で、備品購入であったり工事請負であったりいう部分がありましたけども、そこの部分が大きな減額の要素であります。
○議長（西川憲雄）　　徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　空調関係は中央公民館費で賄っとったじゃないですかね。１,９００万という大きな減額ですんで、何かの大きな要因があると思うんです。
○議長（西川憲雄）　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　済みません、もう１点ございます。学校図書館司書ですね。これを緊急雇用で措置しておりましたけども、今回から智頭小学校１校、これは緊急雇用じゃないですけども、そういうことになったということで大幅な減額になりました。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
　　３番、田中議員。
○３番（田中　潔）　　中学校費の事業費の中で、１０２ページですけど、主要事業説明の中に費用が本年度と昨年度とではすごく減額になっておるんですが、これは生徒が減るから減額になるのか、事業が少なくなってなるのか、そういう点はどうですか。
○議長（西川憲雄）　　田中議員、再度、何ページですか。主要事業の……。
○３番（田中　潔）　　説明資料の中で１０２ページとうたってあるんですね。それで、中学校振興費ですかね。子ども一人一人にゆとりある教育を目指すという項目がうたってあるんですよ。それが６６０万ほど減額になっとるんですよね、昨年よりは。これはどういう要因ですかということです。
（「議長、ちょっと休憩お願いします。」と言う者の声あり）
○議長（西川憲雄）　　じゃあ、休憩をとりましょうか。暫時休憩いたします。再開は２時１５分。
休　憩　午後　２時０５分
再　開　午後　２時１５分
○議長（西川憲雄）　　休憩前に引き続き会議を開きます。
　　消防費から予備費までの質疑を行いますが、午前中、全協で申しましたとおり、大まかな質問をお願いし、詳細につきましては後ほど質問ができる場所を設けておりますので、ご注意願います。
　　それでは、質疑を受けたいと思います。
　　初めに教育課長の答弁を求めます。
○教育課長（長石彰祐）　　先ほどの田中議員のご質問の中学校の教育振興費の減額でありますけども、昨年とことし、３３人学級を実施しておりまして、今の３年生ですが、３クラスございます。これが２４年度には２クラスに減るということで、ここの部分の加配分が大方５００万、４９９万ですけども減額になってます。
　　それから、昨年は町内の篤志家によります図書に向けた寄附金がございました。この部分で平成２３年度は１００万措置しておりましたけども、これが例年のベースの３５万ということに減額になりましたので、こういう大きな２点が上げられると思います。以上です。
○議長（西川憲雄）　　それでは、続けて質問を行います。
　　１１番、谷口議員。
○１１番（谷口雅人）　　１１３ページ、学校給食費ですけども、減額理由を。
○議長（西川憲雄）　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　学校給食費については、事業費の減額はございません。昨年の当初予算のところで、人件費の部分で教育費の中の学校給食に充てられていた部分がございまして、これは後ほど補正予算で減額をしております。そういうところの当初予算ベースの対比となりますと、ことしのほうが減額になっているということであります。ことしのところは現状で予算措置しておりますので、そういうことであります。以上です。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　次に、債務負担行為から歳出予算の流用について質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。１２３ページから１２５ページです。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　それでは、質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第３９、議案第２号　平成２４年度智頭町国民健康保険事業特別会計予算の補足説明を求めます。
　　国政福祉課参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　議案第２号　平成２４年度智頭町国民健康保険事業特別会計予算。
　　主な支出といたしましては、今年度総務費の中に入れておりましたシステム変更による増額がありましたが、２４年度はありません。このために減額となっております。
　　保険給付につきましては平成２３年度の決算見込みと過去の伸び率を勘案して試算しているものです。
　　後期高齢者支援金からその他共同事業拠出金につきましては、国が示す算定シミュレーションに基づき算定しております。
　　保健事業費につきましては特定健診、がんドッグを計上しております。
　　歳出については以上です。
　　歳入につきましては、それぞれの給付に伴った国、県等のルール分として計上しております。
　　保険税の減額に伴う今後の財政調整基金繰入金のほうを８,０００万予定しております。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明は終わりました。
　　これから歳入の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。いかがですか。よろしいですか。
（「はい」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　本当にいいですか。なければこれで質疑を終わりますが、再度よろしいですか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　次に、歳出の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。よろしいですか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　なければ、これで質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第４０、議案第３号　平成２４年度智頭町簡易水道事業特別会計予算の補足説明を求めます。
　　西沖税務住民課参事。
○税務住民課参事（西沖和己）　　議案第３号　平成２４年度智頭町簡易水道事業特別会計予算。
　　主なものといたしましては、町内に有しております１８の簡易水道、それから６カ所の専用水道施設の維持管理に関する予算を計上いたしております。
　　主なものといたしましては、毎月の月例検査、これに要する経費が主でございます。以上であります。
○議長（西川憲雄）　　説明は終わりました。
　　これから歳入の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
　　５番、岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　今、簡易水道については地域の人口減少と高齢化、特に人口減少の中でこの維持管理が地域で守りをするというのが原則になってるようですが、町としては検査料の一部補助ということなんですが、これから果たして地域が簡易水道を維持できなくなるおそれがあるんですが、町としてはもうあくまでも給水は自分たちで確保しなさいよというスタンスでいくのか、この辺についてはどのようなお考えをお持ちでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　西沖税務住民課参事。
○税務住民課参事（西沖和己）　　議員ご指摘のとおり、将来的に見ましても地域の高齢化、人口減によりまして、施設の管理、維持というものに対して不安があるのは事実でございます。そうなったときにどうするのかということでございますけども、一つには各家庭において水道を維持するために井戸を掘ってもらうというようなことも一つの選択肢ではなかろうかと思いますし、それに対する費用負担、これをいかように対応していくのかといったことも今後の課題であります。これは確定した話ではございませんが、いずれにしても将来的な地域の実情というものを展望しながら、計画的な計画を今後作成しなければならないという思いでおるところでございます。以上です。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　町としては今の簡易水道の現状についてはそれ相応な認識をしているんですが、今の答弁聞きますと、やはり給水の自己責任で井戸を掘りなさいよというような話に聞こえますので、なるべく、果たしてそれで衛生面とかいろんなもんが確保できるのかという問題が出てきますのでね。確かにインフラですね、給水管っていろんなものを町が整備するというのは膨大な費用が要るというのはわかるんですが、そこら辺の、例えば井戸を掘るにしたって、井戸の経費や衛生管理ですね、水質検査というものに対しての助成がなければ、本当に住民が自己責任で水を確保しなければならない状況になってくると思うんです。何とか今まだ維持されている状況の中で今から対策を考えておかないと、とても大変なことだなと思います。特に今、どんどんどんどんここの給水使用料を見ても減額していくということは多分対象者が減っているからですね。となると、これまでどおりの水質検査、人数が減ったって水質検査料は変わりませんね。だったらやっぱり個人の負担がどんどん高くなるので、ここら辺としてもやっぱり町がそういう対応を考えていかないと、それこそ住みたくても住めないような状況になるのではないかという懸念がありますが、とりあえず担当としてはどのようにお考えでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　西沖参事。
○税務住民課参事（西沖和己）　　大切なことというのは、やはり各施設の維持をされている現場の方の意見というものも集約しなければならないと思います。そういうことから、将来的に十分な意見交換等を行うと同時に、それらを集約した形での今後の簡易水道、あるいはインフラ政策のあり方といったものの作成が必要になろうかと考えてるところです。以上です。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　次に、歳出の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第４１、議案第４号　平成２４年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算の補足説明を求めます。
　　西沖税務住民課参事。
○税務住民課参事（西沖和己）　　議案第４号　平成２４年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算。
　　資料の１６６ページであります。主なものといたしましては、歳出におきましてそれぞれの住宅新築資金事業については償還期間が到来し、月々の返済が終わっておるというものについては減額措置といった格好で歳入歳出ともに減額となっております。あとは住宅新築資金等償還推進事業におきまして、現在、紙ベースでデータの記録を収集しておるものを電算事務に置きかえまして、事務執行の効率化を図るために所要の経費を計上いたしております。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　説明は終わりました。
　　これから歳入の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
　　５番、岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　この貸付金元利収入、これは見込みだと思うんですが、これは大体、前年比の実績を見込んで、このように見込みを立てたというのか、ここの数字の位置づけはどのようなものでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　西沖参事。
○税務住民課参事（西沖和己）　　現年分におきましてはほぼ入るものという見込みでおります。また、過年度分につきましても前年度の収入というものに対してこの数値でかたく入る、収入になるものを計上いたしております。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　ここの貸付収入はまだ現年度分が残ってて、それが主なものだという見方で、一部の中に過年度分も見ているという解釈でいいんですか。もう現年度分はあと何年ぐらい残る状況でしょうか。
○議長（西川憲雄）　　西沖参事。
○税務住民課参事（西沖和己）　　現年度分については５年利子割は償還期間が到来するものがすべてでございます。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　次に、歳出の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第４２、議案第５号　平成２４年度智頭町公共用地先行取得事業特別会計予算の補足説明を求めます。
　　金児総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　議案第５号　平成２４年度智頭町公共用地先行取得事業特別会計予算。
　　これは、土地開発基金の利子をそのまま積み立てるものであります。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明は終わりました。
　　これから歳入の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　次に、歳出の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第４３、議案第６号　平成２４年度智頭町公共下水道事業特別会計予算の補足説明を求めます。
　　西沖税務住民課参事。
○税務住民課参事（西沖和己）　　議案第６号　平成２４年度智頭町公共下水道事業特別会計予算。
　　主なものを説明させていただきます。この公共下水道に伴います維持管理、これの所要経費を計上いたしております。
　　内訳といたしましては、浄化センター等の施設の維持管理にかかる経費、それからマンホールポンプの警報設備等に要するかかる経費でございます。また、公債費といたしまして、２億１,０００万余りを計上いたしておるところでございます。以上であります。
○議長（西川憲雄）　　歳入の説明を。
○税務住民課参事（西沖和己）　　資料の１８０ページでございます。歳入の面につきましては、公共下水道の事業の分担金、これが本年度４８５万円を計上いたしております。前年に比べて２００万余り増額を見込んでおります。
　　それから、使用料が７,４１９万９千円、あと繰入金としまして１億１,８００万円余り、それから繰越金５００万円、公共下水道事業債８,５２０万、以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　説明は終わりました。
　　これから歳入の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　次に、歳出の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第４４、議案第７号　平成２４年度智頭町農業集落排水事業特別会計予算の補足説明を求めます。
　　西沖税務住民課参事。
○税務住民課参事（西沖和己）　　議案第７号　平成２４年度智頭町農業集落排水事業特別会計予算。
　　資料の１９７ページをごらんください。農業集落排水事業におきましても施設の維持管理に必要な予算を計上いたしております。
　　主なものといたしましては、町内に５カ所あります浄化センターの維持管理費、同様にマンホールポンプの維持管理費、あるいは通報装置に係る経費、それと施設の機能診断調査委託料として５００万を計上いたしております。また、公債費といたしまして、３億１,０００万余りを計上いたしております。以上でございます。
　　引き続き、収入について説明させていただきます。１９６ページをごらんください。分担金でありますが、昨年同様３０万円を見込んでおります。使用料及び手数料におきましては、昨年より若干増額さしております。それから、あとは手数料、それと国庫補助金、これは２カ年にわたって行う事業として農山村地域整備交付金の適用を受けまして、２年目の事業として事業実施を行うこととしております。また、一般会計より繰入金といたしまして、２億２,７００万円余りを計上いたしております。以上であります。
○議長（西川憲雄）　　説明は終わりました。
　　これから歳入の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
　　５番、岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　ここも繰入金が１,２００万ふえるんですが、これはどうなんでしょう、毎年の繰越金が減ってくるんで繰り越すお金が少なくなってきたので、その分を一般会計から繰り入れせざるを得んというような状況でしょうか。ここら辺の繰入金の増の要因はなんでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　西沖参事。
○税務住民課参事（西沖和己）　　これは支出のほうともかかわってまいりますが、もう一つ主な要因としましては、平成２３年度の会計におきましての関連もございますもんですから、議員の質問にありますように、ことし２４年度予算において直接高くなったということが、すなわち２４年度だけが高くなっていくということではなくて、２３年度の決算処理においての関連があるということをご承知いただきたいと思います。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　ちょっと少し意味とらえ方が理解できにくいんですが、じゃあ、この繰入金増の要因は、いわゆる使用料にあわせて経費がふえてきていると。その分一般会計から繰り入れないと予算が組めない。形はそうなんですが、じゃあ、この増の要因は２４年度だけの特殊要因でない、２３年度からの決算の絡みもあるということなんですが、このふえる傾向はこれからも続くのかどうか、そこら辺、ただ、２４年度だけちょっとこういうぐあいに繰り入れ増になるのか、そこら辺の状況はどうですか。
○議長（西川憲雄）　　西沖参事。
○税務住民課参事（西沖和己）　　２４年度においては、議員おっしゃるように増になります。それは事実です。以上です。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　その増になる要因がこれからもやっぱりこうやって繰入金の増が続く傾向になるのか、この２４年度だけの単年度要因なのか、そこら辺のとらえ方はどうなんですかということです。
○議長（西川憲雄）　　西沖参事。
○税務住民課参事（西沖和己）　　歳入の予算の中、ページでいいますと１９２ページになりますが、下水道事業債として１億１,４８０万を計上いたしております。これによって、ピーク時を先延ばしするという借り入れを起こすわけでございます。そういうことからしますと、ピーク時をできるだけ削って、先延ばししていくということを考えとるもんですから、２４年度のみが上がるということではございません。議員の質問にありましたように、例えば２４年度において歳出の面において支出が膨大になるから、２４年度が突出していくという意味ではございません。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　次に、歳出の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第４５、議案第８号　平成２４年度智頭町介護保険事業特別会計予算の補足説明を求めます。
　　国政福祉課参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　議案第８号　平成２４年度智頭町介護保険事業特別会計予算。
　　歳出につきましては、主に保険給付費、それ以外で地域支援事業の中につきまして減額となっておりますのは、平成２３年度ニーズ調査を行いましたが、今年度はありませんのでその分が減額となっております。また、人件費の振り替えとして介護予防サービス事業費のほうに人件費を切りかえたことにより、総合相談事業費のほうは減額となっております。
　　歳入につきましては、国、県、基金、町のルール分と保険料、また繰越金によって賄っております。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明は終わりました。
　　これから歳入の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　次に、歳出の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第４６、議案第９号　平成２４年度智頭町介護保険サービス事業特別会計予算の補足説明を求めます。
　　国政福祉課参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　議案第９号　平成２４年度智頭町介護保険サービス事業特別会計予算。
　　歳出のほうにつきましては、社会福祉協議会に運営資金として貸し付けている貸付金の積み立て、心和苑・デイサービスの起債償還に伴う経費、ＡＥＤ設置に伴う経費を計上しております。
　　歳入につきましては、基金繰入金、貸付金元利収入、社会福祉協議会からの寄附金などを計上しております。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明は終わりました。
　　これから歳入の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　次に、歳出の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第４７、議案第１０号　平成２４年度智頭町後期高齢者医療特別会計予算の補足説明を求めます。
　　国政福祉課参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　議案第１０号　平成２４年度智頭町後期高齢者医療特別会計予算。
　　これは主に納付された後期高齢者医療保険料を広域連合へ納付するものです。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明は終わりました。
　　これから歳入の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　次に、歳出の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第４８、議案第１１号　平成２４年度智頭町水道事業会計予算の補足説明を求めます。
　　西沖水道課長。
○税務住民課参事兼水道課長（西沖和己）　　議案第１１号　平成２４年度智頭町水道事業会計予算。
　　歳入におきましては、主なものといたしまして、給水収益がほぼ大きなものであります。
　　歳出におきましては、原水及び送水費における機械器具の改修、あるいは配水管等におきます更新といったもので予算措置をしております。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　説明は終わりました。
　　これから歳入の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　次に、歳出の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第４９、議案第１２号　平成２４年度智頭町病院事業会計予算の補足説明を求めます。
　　寺谷病院事務次長。
○病院事務次長（寺谷和幸）　　議案第１２号　平成２４年度智頭町病院事業会計予算につきまして、概要を説明いたします。
　　平成２４年度は昨年１２月に改定しました智頭病院改革プランに沿って予算編成を行うとともに、３６５日、２４時間救急医療体制を確保し、地域の方々に安心安全な医療サービスを提供してまいります。
　　まず、収益的収支につきましては、病床利用率を一般病棟９０.４％、療養病棟９３.６％、介護老健施設を９５.６％と見込んでいることなどから、平成２４年度の当期純利益は１億２,４００万円の黒字を見込んでおります。
　　資本的収支につきましては、企業債償還金のほか、電子カルテの導入に１億３,０００万円を計上し、その財源といたしまして、鳥取県からの補助金４,０００万円、町の一般会計から過疎債としまして４,５００万円、病院の企業債として４,５００万円で充当しようとするのです。また、看護師奨学金で２人分の１２０万円を計上しております。
　　一時借入金の限度額につきましては、平成２３年度と同様、４億円としてお願いするものです。以上で終わります。
○議長（西川憲雄）　　説明は終わりました。
　　これから歳入の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　次に、歳出の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
　　５番、岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　今年度、電子カルテの導入を予定しているんですが、電子カルテの導入による経営的なメリットですね。経営的なメリットの部分と、ドクターの負担軽減につながるのか、そこら辺はどのような見通しを持っていますか。
○議長（西川憲雄）　　寺谷事務次長。
○病院事務次長（寺谷和幸）　　この電子カルテですけども、鳥取県内の自治体病院の中で電子カルテが入ってない病院というのは当病院だけです。先生方の中で、うちの病院もそうなんですけど、自治医科大学卒業の派遣されているドクターが、県のほうから派遣されていて、各自治体をこういうふうに転々回っておられるんですけども、ほかの自治体病院はもうこういう電子カルテになっているという状況で、うちの病院に来られるとまだ紙のカルテというふうになっているのが今の現状でございます。そうした中で、収益のほうに電子カルテがつながったということになりますと、直接収益にはつながってきませんけども、患者さんをほかの病院に紹介するときなどは、これからは電子化によっての紹介というようなことが出てきますので、そういうところに整備したいというふうに考えております。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　この電子カルテの導入によって、直接的な経営的なメリットというものは余りないが、例えばドクター間とか病院間との連携の中に情報の共有の面で大きなメリットがあるという、そういう理解でよろしいですか。
○議長（西川憲雄）　　寺谷事務次長。
○病院事務次長（寺谷和幸）　　今の議員のご指摘のとおりでございます。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　それでは、今までのことでお聞き忘れ、きょう聞いておきたいということがあれば再度お聞きしたいと思いますが、いかがでしょうか。
　　７番、石谷議員。
○７番（石谷政輝）　　一般会計の中なんですけども、鳥獣被害の件でお尋ねしたいと思っております。
　　近隣の町村が対策を考えてやっているけども、連携して一遍にやってはどうかというような、町外の議員からの声も申し出がありました。そうすることによって、自分とこだけで鳥獣被害対策を講じておっても、１年たったらまた来るというようなことですので、鳥なんかについては、ウ・サギなんかについてでも、するとことせんとこがあったら、したとこからせんとこに移るんです。また終わったら戻るというようなことをお聞きしております。そういうことについて、各町村関係でどういう話をし、また今後に向けてどういう方向で進もうとされているのか、その点をお聞きしたいと思います。
○議長（西川憲雄）　　岡本建設農林課長。
○建設農林課長（岡本甚一郎）　　広域駆除についてでありますけど、それにつきましては鳥取市を世話人に、東部管内の町村でいろいろ協議をしておりますので、そういった連携の事についてもいろいろ検討中であります。以上です。
○議長（西川憲雄）　　どうぞ。
○７番（石谷政輝）　　検討中というのは、鳥のかなんかっていうのがようわからんのですけど、猟友組合ですか、そういうのが地域性の縄張りなんかがあって、なかなか一体になれないというのが現状ではないかというようなことを聞いてるんですけども、そこらのところを加味して、何か一体化させて同時に発信させていくというような、そういうことに方策として今後につなげていただけたら、非常に各市町村が助かるんじゃないかと思っておるんですけど、先行きの見通しを少しだけでも、わかる範囲でいいですので、お話しください。
○議長（西川憲雄）　　岡本課長。
○建設農林課長（岡本甚一郎）　　駆除に関しては猟友会が主になるわけですから、猟友会でもいろんな話を進めておるところでありまして、まだこうこうだという結論には至っていないのが現状であります。以上です。
○議長（西川憲雄）　　なお、詳細は後日また発言できるところがありますので、そのときにお願いいたします。
　　５番、岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　私もちょっと一般会計の部分で少し総括ということでお聞きしたいんですが、当然資料として主要事業をいただいて、新規事業、継続事業についてはこれでよくわかるんですが、本来、行政改革プランにうたっている事業等の見直しということは常にやられてると思うんで、どういうものを見直したかという部分がやはり資料として、こちらもないとこの事業が果たしてどういう組み立てでやったのかということが見えないのではないかなと。確かにやられる事業についてはこれでわかるんだけど、何を見直してことしはこっちの事業を取り組んだという、そこの姿が見えるようにしたほうがより予算の意味合いがわかるような気がします。
　　そこで提案ですが、今、ここで何を見直したか言えといってもなかなか難しいと思いますので、できたら予算委員会等の中でこういう事業を見直したというような資料を配付していただくことはできませんか、どうでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　趣旨がちょっと、予算審議と違いますので、また後日これは預からさせていただきたいと思います。
　　そのほかありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　なければこれで質疑を終わりたいと思います。
　　お諮りします。
　　日程第３８、議案第１号　平成２４年度智頭町一般会計予算から、日程第４９、議案第１２号　平成２４年度智頭町病院事業会計予算までの１２議案については、議長を除く全議員で構成する予算特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。
　　ご異議ありませんか。
（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　異議なしと認めます。
　　よって、日程第３８、議案第１号から、日程第４９、議案第１２号までの１２議案については、議長を除く全議員で構成する予算特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。
　　暫時休憩します。
休　憩　午後　２時５１分
再　開　午後　２時５２分
○議長（西川憲雄）　　休憩前に引き続き会議を開きます。
　　予算特別委員会の互選の結果、正副委員長が決まりましたので報告します。
　　委員長に谷口雅人議員、副委員長に徳永英太郎議員、以上のとおりです。
　　ここで、また暫時休憩いたします。再開は３時１０分。
休　憩　午後　２時５３分
再　開　午後　３時１３分
○議長（西川憲雄）　　休憩前に引き続き会議を開きます。
　　これから、日程第５０、議案第１３号　平成２３年度智頭町一般会計補正予算（第６号）から、日程第５８、議案第５４号　工事請負契約の締結についての一部変更についてまでの９議案の補足説明及び質疑を行います。
　　なお、この９議案については、本日可否決定を行います。
　　日程第５０、議案第１３号　平成２３年度智頭町一般会計補正予算の補足説明をお願いします。
　　金児総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　議案第１３号　平成２３年度智頭町一般会計補正予算（第６号）。
　　１９ページをお開きいただきたいと思います。まず歳出でございます。議会費からですが、議会費につきましては決算見込みに基づく調整を行っております。
　　総務費につきましては、一般管理費の中で、職員手当につきましては時間外勤務ということで、これからこっちの財政係の時間外を計上しております。
　　それから、共済費につきましては７５０万ということですが、これは基礎年金の拠出金制度が改正になりまして、１０００分の２９といったものが１０００分の３８.５ということに改正になりました。これを４月にさかのぼって支払うものでございます。
　　それから、１３番委託料でありますが、訴訟事務の委託料ということで、職員の処分に伴いまして、５人が人事院に対して不服申し立てをしておりました。それの結論が出ました。それの弁護士に対します成功報酬でございます。なお、これにつきましては、人事委員会の決定が不足ということで、今度は裁判所に提訴しておりますので、６月の補正ではこの着手金としてまた計上させてもらうようになります。よろしくお願いしたいと思います。
　　それから、まちづくり推進事業につきましては、職員の人件費等を調整するほか、はぐっていただきまして、地上デジタル放送の受信環境整備事業の補助金、これは町経由で補助事業をするということになっておりますので、直接補助金が地元に行くようになりましたので、減額の措置をしております。これは横田でございます。
　　それから、「自立と持続を推進するまちづくり交付金」ということで百人委員会への助成を考えておりましたけど、実績に基づく調整をしております。
　　それから、積立金５,０００万ですが、定住促進基金の積立金ということで、過疎債でもって措置を行っております。
　　それから、地域活性化推進費でありますけども、疎開保険のシステムであるとか、疎開保険事業自体の委託料等につきましては、決算見込みに基づくものでございますし、森のようちえんの委託料、それから補助金につきましても決算見込みに基づく調整をしております。
　　諸費の中でございますが、工事請負費、備品購入費ということで、報償費の講師謝金・旅費・需用費から振り替えてしております。これは消費者行政の活性化事業に伴いまして、提案理由にもありましたけども、２４年度から各東部４町がそれぞれ持ち回りをするというようなことで、これの設備なり備品なりを購入するものであります。
　　それから、総務費のいわゆる徴税費、戸籍住民基本台帳費につきましては職員の時間外勤務なり、特殊勤務を措置しております。
　　はぐっていただきまして２２ページでございます。農業委員会の選挙でございますが、選挙がありませんでしたので、…のある減額措置をそれぞれしております。
　　それから、民生費の社会福祉費でございます。障害福祉費では、特別障害児、障害者手当、それから障害児福祉手当を実績に伴い減額の措置をしております。
　　それから、次の老人福祉費の日常生活圏域のニーズ調査というものは失効のため、減額の措置をしております。
　　それから、次の１９番、２８番の費用につきましては、後期高齢者医療広域連合の負担金、それから介護保険の特別会計に対する繰出金につきましては、決算見込みに基づく措置でございます。
　　はぐっていただきまして、保育園の中では、それぞれ諏訪とあたごの保育園の事業に伴います決算見込みによって減額措置をしてございます。
　　それから、母子父子福祉費ということで、児童扶養手当の引き下げ分に基づくものでございますし、その次の子ども手当の給付につきましても、実績に基づいて減額の措置を行うものであります。
　　それから、次の生活保護費につきましても、それぞれ実績に基づいた措置を行っております。
　　はぐっていただきまして、保健衛生費でございます。その中で、環境衛生費につきましては、この年明けてから亡くなられた方がちょっと急増しましたので、それに対する補正の措置を行っております。
　　それから、健康増進事業につきましても、次の保健センターの管理費につきましても、実績見込みに基づく措置を行っております。
　　それから、次の２７ページ、病院費につきましては、提案理由でも申し上げましたが、それなりの措置をしております。内訳としましては、特別交付税が１２月に交付されたルール分として実績がありましたので、その分として交付するようにしております。
　　それから、次の農林水産業費で農業費でございますが、報償費、捕獲奨励金ということで、イノシシ、シカに対する奨励金を出しております。ちなみにイノシシ等につきましては施設の補助金につきまして減額の方向でおりますけども、捕獲という中でかなりの実績がありましたので、そういう措置でございます。
　　それから、ホンモノの農産物づくりの応援であるとか販路拡大、チャレンジプラン、食のみやこ直売ビジネス支援、それぞれ実績に基づく措置をしております。
　　はぐっていただきまして、前のページからの施設利用につきましては実績に基づくものでございます。
　　それから農林水産業費の林業費でございますが、緑の産業再生プロジェクト事業、それから森づくり作業道整備事業、それから杉の造林事業であります美しい森林づくり基盤整備事業等々実績に基づきまして減額措置を行っておるものでございます。
　　それから、次の商工費でございますが、商工費の商工振興費は、これも貸付金の実績に基づく減額措置です。
　　それから観光費では、消防屯所の設計監理であるとか、それから工事請負費であるとかということが減額になってます。これが入札残等でございます。そういった措置を行っております。
　　それから、交流事業につきましても実績見込みに基づくものでございます。
　　それから、次は土木事業です。土木事業の道路維持でございますが、委託料として除雪に対する費用を…、この年明けからぐっと降った降雪に伴う措置でございます。
　　それから、道路新設改良でございますけども、委託料、工事請負費、公有財産購入ということで組み替え等を行いまして、措置を行っております。
　　それから、土木事業の負担金につきましても、実績に基づく減額の措置でございます。
　　それから、はぐっていただきまして、消防につきましては、東部広域、それから所属の消防団の退職報償金等は実績に基づくものでございますし、需用費の修繕につきましては、司令車と２号車の修繕を行うものです。
　　それから教育費でございます。この教育費も提案理由で申しましたが、議会の皆様の協力によるということで、それに多少足しまして１,０００万の教育施設の整備基金ということで積み立てを行っております。工事請負費は実績に基づきまして減額の措置をしております。
　　それから、学校管理の中で、役務費ということで手数料２４０万余りを組んでおりますが、これは各統合される小学校からのいろんな備品等々を搬入する運送の手数料がございます。
　　それから、学校改築につきましては、実績に基づいて３,０００万の減額措置を行っております。
　　それから、はぐっていただきまして、社会教育費の中で文化財の整備活用事業ということで、これは後々の中で、事業費の確定及び入札の結果に基づく減額措置でございます。
　　それからあと残りは災害復旧費ということで、農林業の施設災害、それから公共事業の施設災害ということで、それぞれ実績に基づく措置を行っております。
　　歳入ですが、８ページをごらんいただきたいと思います。簡単に説明させていただきたいと思いますが、ほとんどの金額が減額になっております。増額になっておりますのは、まず、１００％繰越金を計上しました。それと、火葬場の措置として１回幾らということで３０万の増額、それから２１万８千円は学校給食会の出資金を売り払い、また春には買い、年度末には売り払いということの繰り返しの中での２１万８千円です。あとは地方交付税を計上しております。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　この議案に対する質疑は歳入と歳出の款ごとに、議会費から民生費、衛生費から土木費、消防費から災害復旧費と、繰越明許費から地方債の補正の５区分に分けて行います。質疑に当たりましては、必ずページ数を示してください。
　　まず、歳入の質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
　　６番、徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　分担金負担金の中で、広域入所負担金というのがあるんですけども、他町から我が町の保育園に児童が来ているということの負担金ということで理解してよろしいか。
○議長（西川憲雄）　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　そういうことであります。この負担金につきましては他町から智頭町に来られた負担金です。
○議長（西川憲雄）　　徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　細かいですが、何名ぐらいかというのがわかりますか。
○議長（西川憲雄）　　長石課長。
○教育課長（長石彰祐）　　金額のほうは５４万円でございますけども、詳細につきましては後ほど調べさせていただけないでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　よろしいですか。以上でよろしいでしょうか、徳永議員。
　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　次に、歳出の議会費から民生費までの質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
　　５番、岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　定住促進基金ですが、これを過疎債で手当をするということですが、定住基金の性質として、とりあえず２３年度に基金造成をして２４年度以降にいろんな事業展開すると思うんですが、この基金から出していくという考えなのか、それともこの基金は温存しとって、毎年の事業は年度事業でやっていくのか、ここら辺の基金の位置づけはどのようになってるんでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　平成２４年度から定住促進対策事業を実施するための基金を積み立てたものでございます。以上です。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　事業するためのはわかるんですが、じゃあ、２３年度に基金造成をして、２４年度以降の定住事業についてはこの基金から出していくのか、ここら辺の基金の位置づけはどうなんですかという。
○議長（西川憲雄）　　総務課長。
○総務課長（金児英夫）　　２４年度の当初予算の２７ページをごらんください。そこに繰入金ということで、２４年度には定住促進基金繰入金ということで６９６万円入れるようにしております。こういう格好で以降行きたいというふうに思ってます。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　では、大体この基金で何年ぐらい定住促進の事業をやるというような計画で、５,０００万のあれですね。５,０００万の見込みという積算はどのようにやられたのか。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　２４年度には、先ほど総務課長のほうが申しましたように、取り崩す金額でございますが、当面はその事業を２４年度実施いたします。その事業の進捗といいますか、実績等々勘案しながら、平成２５年度以降はまた造成等々も検討いたしておるところでございまして、基金の中から２４年度の事業の状況を勘案しながら、その事業の実施と新たに２５年度以降に定住促進対策を行うために要る経費等々、順次そういうことで基金を積み立てるなり、取り崩すなりということで計画をしていきたいというふうに考えております。現時点で２５年度で幾らというような試算をまだいたしておりません。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　今のところ、この５,０００万で今後何年間というような想定ではないんだということですね。
　　それともう一つ、町にとってはこういう何年も先の事業は今、過疎債で枠どりができるというと非常にありがたいんですが、本当に何年も先の事業見込みをこの過疎債で借りるということ、本来なら私はこの２３年度の繰越金の中で基金造成するというような考え方ならよくわかるんですが、これを何年もわたってするような事業を国が後から融通してくるような過疎債で貸してくれるのかどうか。これは私が認識が足りないのかもわかりませんが、そこら辺は大丈夫ですか。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　はい。年次計画で、過疎債の枠ということで計画にのせておりますので、それは事業はできるものでございます。以上です。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　年度年度事業した部分を過疎債で手当するということならわかるんですが、基金そのものを当初から何年も先の事業枠を見込んで過疎債で確保できるということが、それだったらいろんな区分にこういう手法が多用できると思うんです。町が将来の財源を考えたときに、今から将来の事業も含めて過疎債で借金ができるということになればね。そういう、これは手法がやっぱり使えるのかどうか、そこら辺のちょっと返事を聞きたいんですけど。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　何年もといいますか、それは過疎計の計上は一度過疎債で充当されたものは、その基金をもって事業することは可能です。以上です。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
　　２番、平尾議員。
○２番（平尾節世）　　２３ページの先ほどの説明で日常生活圏域ニーズ調査委託料１１０万というのは聞き違いでしょうか、されなかったって聞いたような気がしたんですけども。１２月に日常生活圏域ニーズ調査というのは出てますので、これが要らなかったっていう理由は何ですか。
○議長（西川憲雄）　　福祉課参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　この日常生活圏域ニーズ調査というのは、当初予定しておりました金額よりも委託金額のほうが落ちたということで減額したものです。
○議長（西川憲雄）　　平尾議員。
○２番（平尾節世）　　それでは、このニーズ調査という、落ちたということはわかるんですが、調べる中身を減らしたとかそういうことはなくて、最初の計画どおりに調査はしたんだけれども、委託料が減ったということですか。
○議長（西川憲雄）　　国政参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　そのとおりです。
○議長（西川憲雄）　　平尾議員。
○２番（平尾節世）　　最初の計画どおりに委託してて委託料が減ったっていうことは、最初の計画って一応の、これぐらいを調べたらこれくらいっていう目安があると思うんですが、何かこれ、ちょっと１１０万も違うというのは余りにも違い過ぎるように思うんですが、これは決算のあれとは関係ないかもしれませんけども、見通しというかそういうところをもう少しちゃんとしていただきたいと思います。
○議長（西川憲雄）　　参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　これにつきましては、当初の段階では分析のデータをつくるということも含まれておりました。その後、国のほうが分析データを市町村に配布するというふうに変更になったもので、その分が浮いたということです。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
　　中澤議員。
○８番（中澤一博）　　２０ページ、森のようちえん事業ですけど、これ減額になってますけど、どういった部分がこれ減額になっとるんですか。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　森のようちえんの委託料の部分にありますのは、国のふるさと雇用を導入して森のようちえんのほうに人件費として委託している実績によるもので減額したものですし、補助金につきましては、６月の県のほうで事業化、補正で対応されましたが、実質８月からの事業ということで、その実績に見合う減額でございます。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　中澤議員。
○８番（中澤一博）　　実績見合いということで使えんようになるという事はどうしようもないんですけど、金がどうしてもないけえ町も何とかして支援をしたろうと県のほうから金ももらっとるわけですんで、何とか使えるようにやるのも行政の仕事だと思いますので、この点をよろしく指導して、何とか使えるようにやってやってください。
　　それとあわせまして、空き校舎利用も一生懸命どこもやりょうるんですけども、これの予算計上について半分しか使われてないようなんですけど、このあたりもやはり地区ごとの取り組み実績が違うんか、ちょっとそのあたりの説明をお願いします。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　もう一度、何ページのどのあたりになりますか。
○８番（中澤一博）　　２０ページの空き校舎利用が半分しか使われてないことの実態です。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　失礼しました。ここの部分につきましては、実は１１月に実施いたしました元の総務大臣の増田寛也氏の講演会でございますが、当初は町のほうで実施するように予算計上しておりましたが、県の地域活性化センターのほうがそちらのほうの事業で実施していただいたために不用となったものでございます。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　１番、中野議員。
○１番（中野ゆかり）　　同じく２０ページでまちづくり推進費、智頭町自立と持続を推進するまちづくり交付金、これ百人委員会ということでしたが、百人委員会はいろいろと智頭町に魅力ある施策をどんどんやってきていると私は認識しているんですが、１５０万も返すということはどういった内容だったのか、もう少し中身を詳しく説明をお願いします。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　予算ベースでは３４０万円だったというふうに思っております。これは百人委員会から企画提案されました平成２３年度の１１のプロジェクトがございました。うち１つはまちづくり交付金のほうに計上しておりませんので、１０のプロジェクトが実質動いておりました。その中で、７つのプロジェクトがそれぞれまちづくり交付金を申請いただきまして、それの当初の金額より若干下がっているものもございますし、実績でそういう結果にはなっておりますが、その７つ以外の３つのプロジェクトでございますが、これは実質にまちづくり交付金のほうの活用をされなかったということであります。決して事業のほうを実施していないわけではありませんが、具体的に申しますと、智頭のみんさいな本舗、それと智頭弁食品、それから林業機械のレンタル制度に向けた…というようなことで、３つのプロジェクトがありましたが、それぞれのプロジェクト、まちづくり交付金のほうの活用はしておりませんが、活動のほうはそれぞれしておられまして、交付金を使うまでには至らなかったというものと、新たに年度中途に起きてきますまちづくり交付金を活用するものの、見込みの予算計上しておりましたので、そういうものを含めて１５０万の減額ということでございます。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　２４ページですか、臨時保育士の賃金が２１９万、かなり大きな減額になってるんですけども、これの要因はどういうことなんでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　あたご保育園で臨時保育士の賃金を措置しておりましたけども、実績によりまして減額をするものでございます。
○議長（西川憲雄）　　理由は。
　　長石課長。
○教育課長（長石彰祐）　　結果的には智頭病院のほうに委託をいたしました病児・病後児の分ですけども、看護師をここで措置しておりました。看護師のほうとして智頭病院のほうの委託料を上げたということでございます。
○議長（西川憲雄）　　徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　委託の病児・病後児のほうは確かに８８万６千円、１０１万ですからそちらの方が結構金額が大きくなってるんですけど、それにしても臨時保育士賃金の減額が大きいんで、入園の見通しが甘かったというふうに言われても仕方がないと思うんですけど、それはそれでわかりました。
　　それともう一つ、２５ページの子ども手当給付金ですけども、これも９４０万と大きな減額なんですね。これも実績によるということなんですけども、子供の数がそんなに前後増減するわけではないので、９４０万円の減額という、これはどういうふうに理解したらよろしいでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　藤原課長。
○税務住民課長（藤原　孝）　　子ども手当の９４０万の減につきましては、２３年、去年の１０月１日から制度が変わりました。それまでは一律１万３千円、生まれた子供から、ゼロ歳から中学生まで。それが１０月以降は３歳未満が１万５千円、それから小学校就学前までの第３子以降が１万５千円、それから３歳から小学生の第２子までが１万円、それから中学生が１万円というふうに金額の変更がございまして、その差による減でございます。
○議長（西川憲雄）　　徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　わかりました。実績ということで、子どもの出入りがようけじゃないということでわかりました。
○議長（西川憲雄）　　次にありませんか。
　　５番、岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　疎開保険の減ですが、これたしか総務省から途中で１,０００万補助金が出たように思うんですが、それも含めての事業費だと思うんで、この中に１３８万の減ですが、これ減になった分は総務省に返さなくてもいいんですか。そこら辺がこれはどのような扱いになるんでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　まず、１３８万２千円の減額でございますが、これは当初２００人を見込んでおりましたが１２６人ということでございますので、そこに発生いたします減額部分。それから、疎開ツアーで予定しておりました案の若干の不用部分、そういったところで１３８万２千円の減額です。
　　システムにかかわりますものは、ご指摘のように１,０００万という形で国のほうから来ておりましたが、歳入のほうでも３１万円、推進交付金のほうを減額しておりますが、これはシステム開発の入札のどうしても残がございますので、それに、入札減によるもので３１万円減額したものでございます。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　じゃあ、確認ですが、実質この１３８万の部分については、もともと町が予算化しとった疎開保険の部分の減で、今言う、システム委託料というもんは三十何万だという、そういう見方でいいということですか。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　そのとおりでございます。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　次に、衛生費から土木費までの質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
　　１０番、酒本議員。
○１０番（酒本敏興）　　ページの２８から２９にかけての農林水産業費の林業費であります。
　　この中では、林業振興と造林事業と林業費というのがありますけれども、この中で減額の補正が組んであります。これについては、検証された結果についてご説明をお願いいたします。
○議長（西川憲雄）　　岡本課長。
○建設農林課長（岡本甚一郎）　　林業振興費につきましてナラ枯れ対策、当初１５０組んでおったんですけど、箇所数が減になったということで減額になっております。それから、植樹祭につきましても精算によるものであります。それから、ＧＩＳの導入委託と、これにつきましては、システムの導入を今回見送ったということであります。それから、緑の産業再生プロジェクトでございますけど、これにつきましては、当初要求しておった金額よりか、国県に要望していた金額より補助金がつかなかったという部分もありますので、この分を減額しております。その中身につきましては、分析としましては、間伐で３５５ヘクそれから境界明確化事業に１００ヘクであります。それから、森づくり作業道の整備事業でございますけど、これも同じように、国に要望しておった金額より補助金がつかなったということで実績に基づいて減額しております。それから、森林整備地域活動支援交付金、こについても同様の減額であります。それから美しい森づくり基盤整備事業につきましても、同様の事例で減額にしておるものです。以上です。
○議長（西川憲雄）　　酒本議員。
○１０番（酒本敏興）　　２３年度の当初予算と関連しますから言います。それぞれ２４年度の当初予算の町長の提案理由の中に、林業の再生とそれから森の整備、このことはやっていくんだということが強調されております。今、お話を伺いますと、いろんな事業で智頭町のほうから言わせれば、付託されとる相手方の協力不足でいうようなことで事業が停滞してるという部分もあると。それから、２４年度で終わるこの中に事業もある。せっかく国県の予算をつけて、一般財源はわずかで林業再生をもくろむ智頭町は、なぜこれを減額されるんですかっていうのは去年から言ってきた。去年から言ってきてる。一体、智頭町の林業の再生の森の整備っていうのはどういうぐあいに進むんですか、これは。検証されるのはいいんですけれども、どうやってこれを行政に生かすかということが大事なんではないですか。それの検証はされてますかということを聞きたかったんです。どうぞ。
○議長（西川憲雄）　　岡本課長。
○建設農林課長（岡本甚一郎）　　林業問題について、議員がおっしゃるように、検証ということが出てくるわけなんですけど、これにつきましては、平成２４年度事業でいろいろ見ていただきたいと思いますし、先ほどの質問にお答えしましたように、補助金を要求しても国のほうから補助金がつかなかったということで、今回の減額の数字が大きな数字になっとるんですけど、こういった現象が起きていますのでこういう結果になってございます。以上です。
○議長（西川憲雄）　　酒本議員。
○１０番（酒本敏興）　　ちょっとかみ合わないんですけれども、私、一般質問しますので、その中で執行部と堂々とやり合いたいなと思うわけですけれども、どちらになりましても、智頭町はこの検証を踏まえて２４年度の予算に向かわなきゃいけない大事なときですので、あれでしょう、第６次総の実施計画も出てるわけですから、それについてしっかりと検証して前向きに行っていただきたいなということだけはきょうはお願いしときます。
○議長（西川憲雄）　　そのほかありませんか。
　　８番、中澤議員。
○８番（中澤一博）　　２６ページですけど、健康診査事業ですか、それと後期高齢の診査と、それぞれ実績に伴う減ということでしたけど、これ目標があったと思うんです、健康増進ということで。その数字を目標に対してどれだけしか達成できなかったか教えてください。
○議長（西川憲雄）　　国政参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　２３年度につきましては、がんドック、セットドックといったものを目標としまして１２０人、脳ドック１８人というふうに考えておりました。今のところそれの達成率が約半分ぐらい、半分いかないぐらいです。それとあわせて、がんドックを実施しております。このがんドックの実施率につきましては、パーセンテージは出しておりませんが、それぞれの胃がん検診、肺がん検診、大腸がん検診、子宮がん検診、乳がん検診、それぞれが目標値を対象者数の３０％から４０％ぐらいに見ているのにもかかわらず、さらに低い数字となっております。胃がん検診を例えて言いますと、見込みとして１,０１０人を見込んでおりました。これは受診率３０％と想定してなんですが、これに対して現在のところが７４７人ということで、目標値の７５％ぐらいということになっております。また、もっと低いものもありまして、なかなかいろいろあの手この手とやってみているんですけども、受診率が上がらないといったのが現状です。以上です。
○議長（西川憲雄）　　中澤議員。
○８番（中澤一博）　　これも来年度同じような数字が上がってこようかと思いますので、また当初予算の時に、やっぱり分科会等でも受診率を上げるようにそういった工夫をやってもらうようなことを話したいと思いますので、…したいと思います。
　　それから、同じように２７ページですけど、ここも智頭町が力を入れています農産物の販売で食のみやこ直売ビジネス支援というか、ホンモノの農産物の応援等につきましても、大幅な減額になっています。これにつきましても、計画に対してできてないということだろうと思いますけど、そのあたりのちょっと説明もお願いしたいと思います。
○議長（西川憲雄）　　岡本課長。
○建設農林課長（岡本甚一郎）　　まず、ホンモノの農産物の販路開拓事業の補助金なんですけど、これにつきまして、構想済みの事業を予定しておりまして、国に応募しておったんですけど、これが採択にならなかったということがございまして、ここのこの補助金は減額にしております。ただし、これは別事業で福祉保健部のほうの支え合いの事業というのがございまして、これにも応募しましてこれが採択になったということで、これが３００万程度ございました。このお金を利用いたしまして、農産物の生産団体に直接交付という形になっておりますので、集出荷システムというんですか、こういうのを導入して共出しておるということでございます。かわりの事業で対応したということでございます。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　中澤議員。
○８番（中澤一博）　　ちょっともう１点、３０ページですけど、町並み環境整備事業ですけど、これも減額ですけど、多分あそこの、憶測ですけど、塀の問題じゃないかなと思うんですけど、それが違ったら説明お願いしますし、その件問題であったら、やはり今後もうできないものか、そのあたりも含めて答弁願いたいと思います。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　町並み環境整備事業の減額の部分でございますが、大きなものは先ほど議員ご指摘のように、工事請負費の塀の修繕が４６０万程度、それから、あわせて塀を活用して観光デザインということで看板をしておりましたので、その看板の部分、それから特産村の舗装の入札工事の残ということで減額をいたしております。
　　今後の状況ということでございましたが、やはり所有者からはなかなか合意が得られませんでして、１０月の末に白紙撤回というようなことで申し入れをいただいておりまして、また今後、所有者の方ともまたお話をさせていただきたいということにしておりましたが、特に所有者の方からもいろいろとこちらのほうには申し入れもなく、とにかく白紙撤回というようなことでございましたので、現状はそういう状況できております。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　中澤議員。
○８番（中澤一博）　　ということは、もう来年度は予算化しないということで理解してよろしいですか。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　２４年度には予算計上いたしておりませんが、今後、また所有者の方からそういうふうにいろいろお話があれば、そこでまた考えていくことになろうと思います。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　中澤議員。
○８番（中澤一博）　　引き続き努力されますよう要望しときます。
○議長（西川憲雄）　　答弁はよろしいですか。
○８番（中澤一博）　　はい。
○議長（西川憲雄）　　そのほか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　次に、消防費から災害復旧費までの質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　次に、繰越明許費から地方債の補正について質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
　　６番、徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　繰越明許で、先ほど同僚議員が質問してましたけども、緑の産業再生プロジェクト事業とか、林道施設の災害復旧事業。緑の産業再生プロジェクトにつきましては、先ほど実績に基づいて減額するんだという説明がありました。この繰越明許については、減額をした額には入っていないというふうに理解したらよろしいでしょうか。どういうふうに理解したらと。
○議長（西川憲雄）　　岡本課長。
○建設農林課長（岡本甚一郎）これには減額分は入っておりません。この緑の産業再生プロジェクト事業の繰越明許についてですけど、間伐１００ヘクタールの部分が入っております。
○議長（西川憲雄）　　徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　２３年度中には執行できなかったということで理解してよろしいですか。
○議長（西川憲雄）　　岡本課長。
○建設農林課長（岡本甚一郎）　　そのとおりです。
○議長（西川憲雄）　　徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　林道の施設の災害復旧事業、これもかなりの額が繰越明許となっております。その要因についてお聞かせください。
○議長（西川憲雄）　　岡本課長。
○建設農林課長（岡本甚一郎）　　林業事業につきましては、まだ補助金の交付決定という段階に至っておりませんでしたし、この部分につきましては、本年度中の完成ですね、完成が見込まれないと。積雪のためにどっちにしても林道の災害復旧というのは今年度中は無理だということでありますので、来年度に繰り越しということになります。
○議長（西川憲雄）　　徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　その災害復旧にかなり繰越明許として上がっているわけですけども、どこが何カ所ぐらい、どこといいますか、農地の災害復旧、それから林道の施設の災害復旧、それから作業道の災害復旧、公共土木の災害復旧、何カ所ずつぐらいの繰り越しがあるのか、その辺もお尋ねしたい。
○議長（西川憲雄）　　岡本課長。
○建設農林課長（岡本甚一郎）　　公共土木災害につきましては３カ所ですし、林道災害につきましては、これは資料は委員会のほうにお配りしとるわけですけど、その資料をまた徳永議員さんのほうにといいますか、議員さんのほうにお渡ししたいと思います。
○議長（西川憲雄）　　徳永議員。
○６番（徳永英太郎）　　その工事が完成できなかった、おくれているというその要因についてはどのようなことでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　岡本課長。
○建設農林課長（岡本甚一郎）　　災害発生してから災害査定、国の査定があるわけですけど、これが大体１０月、１１月の近くまでかかってしまいます。これが査定が終わってから交付決定があって、交付決定があって発注するようになるわけですけど、時間的に余裕がありませんし、積雪のため林道とかそういう所では、年度内完了というのは無理がございますので、こういった繰越という形になっております。以上です。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
　　８番、中澤議員。
○８番（中澤一博）　　この今は繰越明許費のとこですね。
　　歴史の道がね、繰り越しここで９０万、約１００万弱あるんですけど、補正のところで３００万ほど減になっておりましたけど、この３００万の減はもうこれは全くしないちゅうぶんですか。そのあたりはどういう理解ですか。
○議長（西川憲雄）　　長石課長。
○教育課長（長石彰祐）　　こちらにつきましては、震災関連で災害復旧分は認めるけども、通常分はことしは交付しないということになりまして減額いたしました。
○議長（西川憲雄）　　中澤議員。
○８番（中澤一博）　　そうなれば、その減額になった分は何が理由でできなかったんですか。
○議長（西川憲雄）　　長石課長。
○教育課長（長石彰祐）　　何が理由というのはございません。当初計画しとったわけですけども、国のほうがそちらに充てることは今回は震災関連で認められないということになりました。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　最後に、再度一般会計全般にわたっての質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
　　４番、安住議員。
○４番（安住仁志）　　百人委員会のとこで聞けばよかったんですけど、弁当ですね、智頭弁、智頭弁の開発が何か見えてこないんですけども。ちょっとちまたで聞けば保健所のほうで何か許可がおりなかったというようなことを聞いたんですけど、先ほどの大幅減額はそのことが影響してるか、または本当に保健所が通らなかったのか、その辺をお聞きします。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　全般的な減額については、先ほど…のほうでは、実質公金を使わなかったということでございますし、ご指摘の智頭弁ももちろんその中に含まれております。
　　要因としては、いわゆる配ぜんの関係で食品衛生法といいますか、そういったあたりで保健所といいますか、そちらのほうの、行政機関のほうの指導があって、現状のとこでは、つくって仕出しをするというようなことが不可能であるというようなことで、実は２３年度にそういったところも含めて、どこか製作場所、販売場所というようなことの検討をすると。先進地の視察とか、そういういろいろな勉強会を通じて弁当が提供できるようにしたいというような思いでの企画案でございましたが、結果的にはそこまで至ってなかったということで、現在は弁当のほうは中止をしておるところでございます。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　安住議員。
○４番（安住仁志）　　配ぜん室をしつらえて条件をすっと整える、そのための取り組みは、今後もちろん設備委員会ということですけれども、そのつもりでおられるんですか。ただ、今ちょっと休んでるだけで、完成させる気はあるんでしょうか。
○議長（西川憲雄）　　葉狩企画課長。
○企画課長（葉狩一樹）　　一応３年のプロジェクトは終わりましたけども、引き続き、…部のほうではそういう検討がなされていくというふうに聞いております。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　安住議員。
○４番（安住仁志）　　その件は終わります。
　　塀、中澤議員が言われました塀ですけど、私つい最近、あそこの前を通る機会がいろいろありまして、それほど危険ということではないと思うんですけども、とても見苦しいわけですね。
　　私、この間もこの前も１２月にも一般質問しましたけど、何か相手が乗ってこないからじゃなくて、乗ってこないのは仕方ないんですけど、何かあれはぜひ解決しないと。智頭の主要部であんな鉄のパイプのさびたやつがつっかえ棒を３本してると、それで穴があいて。それこそ何かだれか所有者に人間関係のいい人を代理に立てるとか、頼み込むといい。それは本当に石谷邸もすべてあの界隈の風景があれでとても傷つけられて、集客増なんてこととても言える状態ではない。何かええ方法はないかぜひ努力していただきたい。お願いします。ちょっと一言町長。
○議長（西川憲雄）　　寺谷町長。
○町長（寺谷誠一郎）　　おっしゃるとおりで、景観的にも非常に観光客の方、あるいは地元も、これも議会が一押し、非常に危険ということも実はございます。いいぐあいに先方さんと、持ち主といいぐあいに行ってたんですけども、ちょっとした人間関係といいますか、ちょっとしたことで何かつむじを曲げられたというような経緯がございます。これもあきらめないで少し冷却期間を置いて、そしてまた話し合いに入らなきゃいかんなと、そういう気持ちを持っております。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第５１、議案第１４号　平成２３年度智頭町国民健康保険事業特別会計補正予算の補足説明をお願いします。
　　国政福祉課参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　議案第１４号　平成２３年度智頭町国民健康保険事業特別会計補正予算。
　　４５ページお開きください。
　　歳出につきましては、一般管理費のほうでシステム委託料、これは２４年度からなんですが、保険証の後期高齢者受給者証、これが１枚になったものにかえるために発生する費用です。また、レセプト点検委託料は職員で対応となったために不要となったもので減額します。負担金補助及び交付金ですけども、国保総合システム稼働の時期が延期となったために不要となったものです。保険給付費につきましては、額の確定によるものです。保健事業費につきましては、共同電算処理委託料につきましては見込み減となっていました。がんドック、特定健診診査委託料、これにつきましても、事業実績の見込みにより減額になったものです。
　　続きまして、歳入に入らせていただきます。４４ページをごらんください。
　　歳出の財源につきましては、特定健康・特定保健指導の国、県補助金、基金繰入金、諸収入で減額しております。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明は終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
　　２番、平尾議員。
○２番（平尾節世）　　４５ページの一番下のがんドックと特定健康診査委託料、この２点がかなり減額になっておりますけれども、ドックとか検診とか受けようと思うと数カ月先とか、そういうことがありますが、先ほど、検診の率が低いっていうことあったんですが、希望があってもこれ以上は入らなかったのか、それとも希望者が少なくって減額になったんですか。
○議長（西川憲雄）　　国政参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　ドックの件ですね。ドックの件につきましては、予定している枠にもほぼいっぱい、予定どおりということですが、特定健診につきましては、見込みを４４６人ぐらいと見込んでいたところが、これが３６４人。これは１月末の時点ですけども、そのように人数が上がっていないということで、今おっしゃったように予定をしていたけども、希望していたけどもなかなかその希望どおり受けてくださる方がいらっしゃらなかったということです。以上です。
○議長（西川憲雄）　　枠があるのかないのか聞いておられるので、枠がまだあるかどうか、もう一度。
○福祉課参事（国政昭子）　　今年度につきましてはもう枠はありません。
○議長（西川憲雄）　　平尾議員。
○２番（平尾節世）　　今年度につきまして枠がないということ、これはないということは、日程的にないということですか。人の枠じゃなくて、日程的にもう受けれんということですか。
○議長（西川憲雄）　　国政参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　そのとおりでございます。
○議長（西川憲雄）　　平尾議員。
○２番（平尾節世）　　がんドックのほうは、ほぼ予定どおりの人数だったっていうことなんですけど、それでも１６５万ぐらい残って、一人一人に対する検査料が予定してたよりじゃあ安くついたということですか。
○議長（西川憲雄）　　国政参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　がんドックにつきましては、一般の方と国保の方と合わせたところで数を決めております。実際に希望された方々を振り分けたときに国保の対象者の方が少なかったために、国保のほうの費用としてはこれだけ不要になったということです。以上です。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第５２、議案第１５号　平成２３年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算の補足説明をお願いします。
　　西沖参事。
○税務住民課参事（西沖和己）　　議案第１５号　平成２３年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第２号）。
　　資料の５２ページを開いてください。
　　歳出でございますけれども、貸付事業は３つの事業費から成り立っております。まず、新築資金におきましては、７万５千円の減額、それから、住宅新築資金の貸付事業については５５４万８千円の増、宅地取得資金貸付事業については１,１７５万７千円、合計の支出が１,７２３万円を支出の補正としております。したがいまして、増額は一般会計のほうへ繰り出すこととなります。
　　歳入でございます。５１ページです。
　　当初予定しておりました改修資金のほうが７万５千円減額、それから新築資金の貸付収入につきましては５５４万８千円が増額されます。宅地取得資金貸付収入につきましては１,１４３万４千円、合計１,６９１万２千円を収入の補正として今回予定しております。また、繰越金につきましては３１万８千円が平成２２年中の償還金額が２３年度に入りましてから償還されたものでありまして、増額を収入として前年度の繰越金としております。以上であります。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
　　８番、中澤議員。
○８番（中澤一博）　　これ弁護士に委託してそれで入ったという分じゃないですか。そしたら成功報酬というものはどうなるんですか。そのあたりが出てないですけど。
○議長（西川憲雄）　　西沖参事。
○税務住民課参事（西沖和己）　　弁護士に委託して内容証明付き郵便で、事案が３件あったわけですけども、その３件について弁護士のほうから通知が行っております。それに従ってこちらのほうに連絡があり、私どものほうで独自に事案の解決に当たった金額というのが、現状では７００万円余りの収入となっております。したがいまして、弁護士への成功報酬っていうのは、現状におきまして、私どもとしては払わなくてもいいものという認識に立っております。以上です。
○議長（西川憲雄）　　中澤議員。
○８番（中澤一博）　　町側はそういう認識であろうかと思いますけど、弁護士の方から請求来んのですか。そのあたりはまた大丈夫ですか。
○議長（西川憲雄）　　西沖参事。
○税務住民課参事（西沖和己）　　一応、弁護士とも水面下では協議はしておりますけども、明らかに弁護士の方から成功報酬として請求があるといったことをこちらのほうに求めているという現状にはありません。
○議長（西川憲雄）　　よろしいですかね。
　　ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第５３、議案第１６号　平成２３年度智頭町公共下水道事業特別会計補正予算の補足説明をお願いします。
　　西沖参事。
○税務住民課参事（西沖和己）　　議案第１６号　平成２３年度智頭町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）。
　　６０ページをごらんください。
　　歳出でございます。一般管理費といたしまして、需用費の３１１万９千円を減額しております。これは、ポンプ等の修繕が減額になったものであり、それから役務費の３１１万、汚泥処理運搬手数料の減額であります。負担金においては、３６万円減額、これは、トイレの改修費の補助金の要望がなかったためです。また、公課費におきましては、消費税等の経費が減額で済んだというものでございます。公債費におきましては、財源組替いう形で処理しております。
　　歳入でございます。５９ページであります。
　　一般会計繰入金、そして繰越金につきましては、決算による増減措置を講じております。以上であります。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第５４、議案第１７号　平成２３年度智頭町農業集落排水事業特別会計補正予算の補足説明をお願いします。
　　西沖参事。
○税務住民課参事（西沖和己）　　議案第１７号　平成２３年度智頭町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）。
　　６７ページをごらんください。
　　まず歳出でございます。一般管理費の需用費といたしまして、修繕料が４８０万円余り減額しております。役務費につきましては、手数料として２３０万円を減額、それから負担金および交付金につきましては４万７千円を減額しております。公債費につきましても、右に記載しているとおりでございます。
　　歳入につきましては、６６ページでありますが、これも決算見込みに従って予算措置を講じているところでございます。以上であります。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第５５、議案第１８号平成２３年度智頭町介護保険事業特別会計補正予算の補足説明をお願いします。
　　国政福祉課参事。
○福祉課参事（国政昭子）　　議案第１８号　平成２３年度智頭町介護保険事業特別会計補正予算。
　　７６ページをお開きください。
　　歳出につきましては、総務費・一般管理費では、平成２４年の介護保険改正に伴うシステムの改修を予算計上しております。総務費、保険給付費等につきましては、決算見込みによる増減でございます。
　　歳入のほうの説明に入らせていただきます。７４ページをお開きください。
　　財源につきましては、実績見込み等によってルール分の増減をしております。また、システム改修につきましては、県補助金をもって措置しております。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第５６、議案第１９号　平成２３年度智頭町水道事業会計補正予算の補足説明をお願いします。
　　西脇水道課長。
○税務住民課参事兼水道課長（西沖和己）　　議案第１９号　平成２３年度智頭町水道事業会計補正予算（第２号）。
　　４ページ、５ページを開いていただけますでしょうか。
　　まず、収益的収入及び支出の項目の支出でございます。これは、人件費の内容でございまして、係る経費を予備費から流用したという内訳でございます。
　　続きまして５ページであります。資本的収入及び支出の支出から説明をさせていただきます。工事請負費として１,８０９万６千円を減額しております。
　　収入といたしましては、工事負担金９６５万５千円を減額いたしております。以上でございます。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑を終わります。
　　日程第５７、議案第２０号　平成２３年度智頭町病院事業会計補正予算の補足説明をお願いします。
　　寺谷病院事務次長。
○病院事務次長（寺谷和幸）　　議案第２０号　平成２３年度智頭町病院事業会計補正予算（第３号）。
　　これにつきましては、１２ページからごらんください。この１２ページから収入から表示がありますけども、補正前の額といいますのが、このたび、昨年の１２月に改定しました対策プラン前の平成２３年度当初の数字になっておりますので、ちょっと見にくいかもわかりませんけども、このたび補正を上げてますのは、改正後の智頭病院改革プランに沿った決算見込みに基づき補正したものであります。この大きなものは、このたび訪問看護などの特別交付税が大幅に増額されたことに伴い、繰入金の増額や、さきに一般会計のほうでも説明がありましたけども、共済組合の負担金がこの平成２３年４月にさかのぼって引き上げられたことに伴う人件費を補正したものであります。以上で説明を終わります。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　日程第５８、議案第５４号　工事請負契約の締結についての一部変更についての補足説明を求めます。
　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　議案第５４号　工事請負契約の締結についての一部変更について。
　　智頭統合小学校耐震補強工事並びに大規模改修工事で、教室棟の蛍光灯安定器の経年劣化によりますふぐあいが認められましたので、契約金額を５億６,４７８万２,９２５円を５億６,７１０万３,４２５円に改め、増は２３２万５００円となるものでございます。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明が終わりました。
　　これから質疑を行います。
　　ご質疑はありませんか。
　　８番、中澤議員。
○８番（中澤一博）　　ということは、この蛍光灯をすべてかえたという理解でよろしいですか。
○議長（西川憲雄）　　長石教育課長。
○教育課長（長石彰祐）　　はい、そういうことでございます。
　　１１１基ございました。こちらのほうを更新させていただきます。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。
　　５番、岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　今回、経年劣化でかえたということですが、本来大規模改修のときに当然これは見込んでおらなければならないものではないんでしょうか。後になって大型の工事が済んでからまたそれだけに工事をするということは、非常に経費的にも余分なものがかかると思うし、本来なら大規模修繕であれば、そこら辺を見越した計画で当初からきちんとなされるべきだと思うんですが、その辺についての、なぜ後になって経年劣化が判明したのか、そこら辺の経緯についてはどのように。
○議長（西川憲雄）　　長石課長。
○教育課長（長石彰祐）　　当初は、今までの現時点の蛍光灯で対応可能ということでいっておったところですけども、一部といいますか、何件かふぐあいが見つかったので、このままではますます来年度といいますか、２４年度から運営していく中でそういうことが発生しては子どもたちの授業に支障が出るということで、今回一部変更をかけたものでございます。
○議長（西川憲雄）　　岸本議員。
○５番（岸本眞一郎）　　当然、大規模改修のときには電気設備という項目もあって、そこら辺やってるはずなんですね。本来、経年劣化、多分、これ２０数年とかなんとかの単位だと思うんです。安定器の寿命っていうのはね。本来もうそれはわかってるんだから、大規模改修のときにそれが当然計算に入るべきものだというようなことを思うんです。だから、電気回線の部分にそういうものを費用を見込んでやっておけば、工事するときに配線等をするときに一括で当然できたはずで、後で追加の手間暇、人件費がかかるということがなかったように思うんです。ですから、そうやったら多分、今、２７０万ですか、経費が。それが当初からやれば少なくて済むような気がするんですが。これは機器の経費部分という見方でいいんですか。
○議長（西川憲雄）　　長石課長。
○教育課長（長石彰祐）　　２３２万円でございますけども、機器の部分でございます。それで、当然入札で請け差が出とるわけですけども、パーセントを適応してこちらのほうに充てとるということであります。
　　議員ご指摘のように、当初からこういうもんは調べておいて措置しておくのが当たり前だがな、ていう話でございますけども、その点は大いに反省しております。
○議長（西川憲雄）　　ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑なしと認めます。
　　これで質疑は終わります。
　　長石課長。
○教育課長（長石彰祐）　　一般会計の補正予算の中で、徳永議員のほうからご質問がありました。広域入所の負担金の金額でございますけども、あたご保育園を…なんですけども、３名の広域入所がございました。あたごのほうは５４万、諏訪のほうは９万円ということでございます。以上です。
○議長（西川憲雄）　　説明は終わりました。
　　以上で質疑を……。
（「関連でいいですか、今の答弁の」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　質疑はもう終わりましたので、これは説明だけですので、またどこかでやっていただきたいと思います。
　　以上で質疑を終わります。
　　暫時休憩いたします。全協室のほうに議員はお集まりください。執行部は少しの間お待ちいただきたいと思います。
休　憩　午後　４時３３分
再　開　午後　４時３８分
○議長（西川憲雄）　　休憩前に引き続き、会議を開きます。
　　日程第５０、議案第１３号　平成２３年度智頭町一般会計補正予算（第６号）の討論を行います。
　　討論はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　討論なしと認めます。
　　以上で討論を終結し、直ちに採決します。
　　これから議案第１３号　平成２３年度智頭町一般会計補正予算の採決します。
　　お諮りします。
　　本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。
（賛成者起立　１１名）
○議長（西川憲雄）　　起立全員です。
　　よって、本案は、原案のとおり可決されました。
　　日程第５１、議案第１４号　平成２３年度智頭町国民健康保険事業特別会計補正予算の討論を行います。
　　討論はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　討論なしと認めます。
　　以上で討論を終結し、直ちに採決します。
　　これから、議案第１４号　平成２３年度智頭町国民健康保険事業特別会計補正予算を採決します。
　　お諮りします。
　　本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。
（賛成者起立　１１名）
○議長（西川憲雄）　　起立全員です。
　　よって、本案は、原案のとおり可決されました。
　　日程第５２、議案第１５号　平成２３年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算の討論を行います。
　　討論はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　討論なしと認めます。
　　以上で討論を終結し、直ちに採決します。
　　これから、議案第１５号　平成２３年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算を採決します。
　　お諮りします。
　　本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。
（賛成者起立　１１名）
○議長（西川憲雄）　　起立全員です。
　　よって、本案は、原案のとおり可決されました。
　　日程第５３、議案第１６号　平成２３年度智頭町公共下水道事業特別会計補正予算の討論を行います。
　　討論はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　討論なしと認めます。
　　以上で討論を終結し、直ちに採決します。
　　これから、議案第１６号　平成２３年度智頭町公共下水道事業特別会計補正予算を採決します。
　　お諮りします。
　　本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。
（賛成者起立　１１名）
○議長（西川憲雄）　　起立全員です。
　　よって、本案は、原案のとおり可決されました。
　　日程第５４、議案第１７号　平成２３年度智頭町農業集落排水事業特別会計補正予算の討論を行います。
　　討論はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　討論なしと認めます。
　　以上で討論を終結し、直ちに採決します。
　　これから、議案第１７号　平成２３年度智頭町農業集落排水事業特別会計補正予算を採決します。
　　お諮りします。
　　本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。
（賛成者起立　１１名）
○議長（西川憲雄）　　起立全員です。
　　よって、本案は、原案のとおり可決されました。
　　日程第５５、議案第１８号　平成２３年度智頭町介護保険事業特別会計補正予算の討論を行います。
　　討論はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　討論なしと認めます。
　　直ちに採決します。
　　これから、議案第１８号　平成２３年度智頭町介護保険事業特別会計補正予算を採決します。
　　お諮りします。
　　本案は、原案のとおり、決定することに賛成の方は起立願います。
（賛成者起立　１１名）
○議長（西川憲雄）　　起立全員です。
　　よって、本案は、原案のとおり可決されました。
　　日程第５６、議案第１９号　平成２３年度智頭町水道事業会計補正予算の討論を行います。
　　討論はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　討論なしと認めます。
　　以上で討論を終結し、直ちに採決します。
　　これから、議案第１９号　平成２３年度智頭町水道事業会計補正予算を採決します。
　　お諮りします。
　　本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。
（賛成者起立　１１名）
○議長（西川憲雄）　　起立全員です。
　よって、本案は、原案のとおり可決されました。
　日程第５７、議案第２０号　平成２３年度智頭町病院事業会計補正予算の討論を行います。
　　討論はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　討論なしと認めます。
　　以上で討論を終結し、直ちに採決します。
　　これから、議案第２０号　平成２３年度智頭町病院事業会計補正予算を採決します。
　　お諮りします。
　　本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。
（賛成者起立　１１名）
○議長（西川憲雄）　　起立全員です。
　　よって、本案は、原案のとおり可決されました。
　　日程第５８、議案第５４号　工事請負契約の締結についての一部変更についての討論を行います。
　　討論はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　討論なしと認めます。
　　以上で討論を終結し、直ちに採決します。
　　これから、議案第５４号　工事請負契約の締結についての一部変更についてを採決します。
　　お諮りします。
　　本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。
（賛成者起立　１１名）
○議長（西川憲雄）　　起立全員です。
　　よって、本案は、原案のとおり可決されました。
日程第５９．陳情について
○議長（西川憲雄）　日程第５９、陳情についてを議題とします。
　　今期定例会において、本日までに受理した陳情は、お手元に配付しております陳情文書表のとおりであり、所管の常任委員会に付託しましたので報告します。
　　お諮りします。
　　各委員会審査等のため、３月９日から１１日までと、及び１３日から２１日までの１２日間、休会にしたいと思います。
　　ご異議ありませんか。
（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長（西川憲雄）　　異議なしと認めます。
　　よって、３月９日から１１日まで及び１３日から２１日までの１２日間、休会することに決定しました。
　　来る３月１２日は、午前９時から本会議を開き、一般質問を行います。
　　また、休会中は各委員会を開き、付託案件の審査をお願いいたします。
　　３月２２日は本会議を開き、各委員長の報告を求め、質疑、討論、採決を行います。
　　以上で本日の日程は全部終了しました。
　　本日はこれで散会いたします。どうもご苦労さまでした。
散　会　午後　４時４７分
　地方自治法第１２３条第２項の規定により次に署名する。
　　平成２４年３月８日
　　　　　　　　　　　　　　　　　智頭町議会議長　　西　　川　　憲　　雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　智頭町議会議員　　田　　中　　　　　潔
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　智頭町議会議員　　安　　住　　仁　　志
－１０５－

